
高麗仏画の振幅

（1）

論
文
要
旨

　

本
稿
は
、
高
麗
仏
画
の
造
形
表
現
の
振
幅
に
つ
い
て
、
合
理
性
と
装
飾
性
の
二

つ
の
観
点
か
ら
論
究
す
る
美
術
史
研
究
で
あ
る
。

　

高
麗
仏
画
と
は
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
王
朝
期
（
九
一
八
〜
一
三
九
二
）
に
制
作

さ
れ
た
仏
画
の
総
称
で
あ
り
、
凡
そ
一
五
〇
点
の
作
品
が
国
内
外
に
伝
わ
っ
て
い

る
。
一
般
に
高
麗
仏
画
は
、
第
一
に
統
一
的
な
図
様
と
、
第
二
に
細
密
華
麗
な
文

様
の
描
写
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
装
飾
性
を
特
徴
と
す
る
と
評
さ
れ
、
吉
田
宏
志

氏
、
菊
竹
淳
一
氏
、
井
手
誠
之
輔
氏
ら
先
学
も
盛
ん
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
一
度
こ
れ
ら
高
麗
画
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
南
宋
絵
画
風
の
合
理
的
な

表
現
を
採
る
作
、
あ
る
い
は
同
一
図
様
な
が
ら
作
画
の
方
向
性
の
相
違
が
存
す
る

作
も
見
受
け
ら
れ
、
多
様
な
魅
力
を
内
包
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
精
査
す
る
機
会
を
得
た
養
寿
寺
、
泉
屋
博
古
館
、
そ
し
て
浅
草
寺

所
蔵
の
「
水
月
観
音
像
」
を
取
り
上
げ
、
十
四
世
紀
の
高
麗
仏
画
に
お
け
る
造
形

感
覚
の
推
移
、
即
ち
（
1
）
合
理
性
の
急
速
な
淘
汰
、（
2
）
装
飾
性
の
緩
や
か

な
変
質
、
に
つ
い
て
論
究
を
行
う
。
そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
に
、
朝
鮮
王
朝
期
仏

画
を
捉
え
る
旨
の
試
論
を
述
べ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【
高
麗
仏
画
、
水
月
観
音
、
浅
草
寺
、
養
寿
寺
、
泉
屋
博
古
館
】

一
、
は
じ
め
に

　

高
麗
仏
画
と
は
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
王
朝
期
（
九
一
八
〜
一
三
九
二
）
に
制

作
さ
れ
た
仏
画
の
総
称
で
あ
る
。
現
存
作
は
高
麗
時
代
後
期
・
十
三
世
紀
後
半

以
降
の
例
を
中
核
と
し
、
阿
弥
陀
如
来
、
観
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
、
羅
漢
及
び

そ
れ
ら
の
集
合
像
が
画
題
の
過
半
を
占
め
る
。
識
者
に
よ
り
異
な
る
も
の
の
、

高
麗
仏
画
と
認
知
さ
れ
て
い
る
作
の
総
点
数
は
、
凡
そ
一
五
〇
点）

1
（

と
限
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
多
く
が
日
本
や
欧
米
な
ど
韓
国
国
外
に
伝
来
し
て
い
る
作
品
群
で

あ
る
。
一
般
に
高
麗
仏
画
は
図
様
の
画
一
性
が
強
く
、
衣
の
優
美
な
表
現
や
細

緻
な
文
様
に
代
表
さ
れ
る
、
豊
か
な
装
飾
性
を
特
徴
と
す
る
と
評
さ
れ
る
。
水

墨
画
風
の
出
光
美
術
館
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
所
蔵
「
羅
漢
図
」
に
類
す

る
例
外
を
除
き
、
大
部
分
の
作
は
こ
の
言
を
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
元
時

代
（
一
二
七
一
〜
一
三
六
八
）
の
仏
画
の
影
響
を
顕
著
に
受
け
て
い
る
こ
と
に
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由
来
し
、
元
と
高
麗
、
あ
る
い
は
日
本
の
い
ず
れ
を
制
作
国
と
看
做
す
か
、
識

者
に
よ
り
判
断
が
分
か
れ
る
作
も
多
い）

2
（

。

　

と
こ
ろ
で
高
麗
仏
画
の
装
飾
性
に
関
し
て
は
、
菊
竹
淳
一
氏）

3
（

と
朴
玉
連
氏）

4
（

の

論
考
が
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
菊
竹
氏
は
高
麗
仏
画
の
作
風
を
、
享

受
者
（
施
主
）
に
応
じ
て
宮
廷
様
式
・
寺
院
様
式
・
民
衆
様
式
の
三
種
類
に
便

宜
的
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
論
究
す
る
。
殊
に
筆
力
の
優
秀
な
宮
廷

画
工
に
描
か
れ
、
資
金
も
潤
沢
に
投
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
宮
廷
様
式
の
画
像
と
、

他
二
者
と
の
乖
離
を
指
摘
す
る
。
朴
玉
連
氏
は
文
様
に
着
目
し
、
十
四
世
紀
を

境
に
そ
の
精
緻
さ
が
減
衰
し
て
い
く
様
相
を
語
る
。
つ
ま
り
、
細
部
描
写
の
巧

拙
が
時
代
判
定
の
指
標
の
一
つ
に
成
り
得
る
旨
の
論
及
で
あ
る
。
こ
の
両
氏
の

指
摘
は
、
装
飾
性
の
強
さ
が
漠
然
と
説
か
れ
る
高
麗
仏
画
に
寄
せ
る
、
具
体
的

な
分
析
の
メ
ス
と
な
っ
た
。

　

筆
者
は
両
氏
の
高
説
に
概
ね
賛
同
す
る
立
場
を
取
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
浅

草
寺
所
蔵
「
水
月
観
音
像
」
の
如
く
の
、
金
彩
色
が
抑
え
ら
れ
、
南
宋
絵
画
風

の
合
理
的
な
表
現
を
採
る
作）

5
（

、
あ
る
い
は
同
一
図
様
に
拠
り
な
が
ら
も
、
制
作

に
際
し
て
の
方
向
性
の
相
違
を
感
じ
さ
せ
る
養
寿
寺
や
泉
屋
博
古
館
伝
来
の

「
水
月
観
音
像
」
諸
本
な
ど
の
存
在
は
、
高
麗
仏
画
の
多
様
性
を
慮
ら
せ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
精
査
す
る
機
会
を
得
た
数
本
の
画
像
を
点
検
し
、
そ
れ
ら

の
立
体
把
握
や
細
部
描
写
の
特
質
を
論
じ
、
以
っ
て
高
麗
仏
画
の
有
す
る
合
理

性
と
装
飾
性
の
振
幅
に
関
し
て
追
究
を
行
う
。
そ
し
て
朝
鮮
王
朝
期
の
仏
画
の

前
提
と
し
て
の
高
麗
仏
画
の
位
相
に
つ
い
て
も
一
考
を
試
み
る
。

　

本
稿
で
論
究
す
る
「
水
月
観
音
（
楊
柳
観
音
）
像
」（
以
下
、「
水
月
観
音
」

に
統
一
）
は
、
高
麗
仏
画
の
主
要
画
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
図
様
は
、
中
国

唐
時
代
の
画
家
・
周
昉
が
案
出
し
た
と
伝
わ
り
、
林
進
氏）

6
（

や
菊
竹
淳
一）

7
（

氏
、
山

本
陽
子
氏）

8
（

ら
が
図
様
の
成
立
や
展
開
に
つ
い
て
論
証
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
議
論
を
行
わ
な
い
が
、「
水
月
観
音
像
」
の
図
様
も
高
麗
仏
画
の
例
に

漏
れ
ず
、
幾
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
収
斂
す
る
。
そ
の
過
半
は
、
斜
め
下

を
眺
め
遣
る
よ
う
に
配
さ
れ
、
片
足
を
踏
み
下
げ
岩
窟
内
に
安
座
す
る
図
様
で

占
め
ら
れ
る
。
こ
の
図
様
の
観
音
像
は
左
右
対
称
の
違
い
こ
そ
あ
る
も
の
の
、

著
名
な
鏡
神
社
本
を
筆
頭
に
、
叡
福
寺
本
、
聖
衆
来
迎
寺
本
、
太
山
寺
本
、
大

徳
寺
本
、
談
山
神
社
本
、
長
楽
寺
本
、
宝
寿
院
本
、
養
寿
寺
本
（
図
1
）、
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
本
、
ギ
メ
美
術
館
本
、
ケ
ル
ン
市
東
洋
美
術
館
本
、
静
嘉
堂
文
庫

美
術
館
本
、
泉
屋
博
古
館
本
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
、
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
本

な
ど
例
に
事
欠
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
高
麗
で
は
、
殊
に
『
華
厳
経
』
が
篤
く
信
仰
さ
れ
た）

9
（

。
徳
川
美
術

館
本
・
大
和
文
華
館
本
に
代
表
さ
れ
る
豪
華
な
紺
紙
金
泥
華
厳
経
写
経
が
伝
わ

る
の
み
な
ら
ず
、
萩
原
寺
所
蔵
「
阿
弥
陀
如
来
像
」
に
類
す
る
華
厳
思
想
に
基

づ
く
阿
弥
陀
像）

10
（

、
そ
し
て
韓
国
中
央
博
物
館
所
蔵
「
大
方
広
仏
華
厳
経
世
主
妙

厳
品
変
相
図
」
の
如
く
の
変
相
図
が
受
容
さ
れ
、『
高
麗
版
貞
元
新
訳
華
厳
経

疏
』
な
ど
の
注
釈
書
も
盛
ん
に
板
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
華
厳
経
』
収
載
の

「
入
法
界
品
」
は
、
善
財
童
子
が
五
十
三
の
先
達
（
善
知
識
）
を
訪
ね
る
求
道

物
語
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
観
音
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
、
観
音
像

も
高
麗
で
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

尤
も
、
童
子
と
観
音
が
対
話
す
る
「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
八
に
は
、
観
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音
の
図
様
は
そ
れ
ほ
ど
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
「
結
跏
趺
坐

金
剛
宝
座
」
と
あ
り
、
金
剛
宝
座
（
草
座
）
に
結
跏
趺
坐
す
る
と
書
か
れ
る
に

留
ま
る
。
こ
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
類
例
に
乏
し
い
功
山
寺
本
（
図

2
）
に
類
す
る
図
様
が
経
典
に
忠
実
と
言
え
る
が
、
よ
り
広
く
好
ま
れ
た
の
は
、

前
述
し
た
安
座
像
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
高
麗
画
の
主
要
画
題
で
あ
り
、
且
つ

一
般
的
な
図
様
を
採
る
前
掲
観
音
像
諸
作
よ
り
数
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
検

証
し
、
当
該
期
の
仏
画
の
性
質
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
指
針
を
得
た
い
。
精
査

す
る
機
会
を
得
た
、
養
寿
寺
本
と
二
本
の
泉
屋
博
古
館
本
、
そ
し
て
浅
草
寺
本

を
中
心
に
論
じ
て
い
く
。

二
、
養
寿
寺
所
蔵
・
伝
善
導
筆
「
水
月
観
音
像
」
に
つ
い
て

　

先
ず
は
養
寿
寺
所
蔵
「
水
月
観
音
像
」
を
取
り
上
げ
、
基
本
デ
ー
タ
、
図
様
、

そ
し
て
作
風
に
つ
い
て
論
じ
、
本
稿
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
前
提
を
得
た
い
。

（
一
）
基
本
デ
ー
タ

　

亀
休
山
養
寿
寺
は
、
豊
か
な
田
園
風
景
の
広
が
る
愛
知
県
西
尾
市
に
伽
藍
を

構
え
る
、
浄
土
宗
西
山
派
の
古
刹
で
あ
る
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
勤
操

（
七
四
五
〜
八
二
七
）
に
よ
り
天
台
宗
寺
院
と
し
て
開
か
れ
、
寛
政
二
年
（
一

四
六
一
）
に
浄
土
宗
を
宗
旨
に
再
興
さ
れ
た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
家

康
（
一
五
四
三
〜
一
六
一
六
）
よ
り
寺
領
を
賜
り
、
以
後
も
西
尾
藩
の
庇
護
を

受
け
隆
盛
し
た
。
養
寿
寺
に
は
古
画
が
多
く
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
内
の
一
本
が

「
水
月
観
音
像
」
で
あ
る
。

　

養
寿
寺
本
は
軸
装
一
幅
、
本
紙
法
量
が
縦
一
〇
一
・
五
×
横
五
五
・
八
セ
ン

チ
、
一
鋪
の
画
絹
に
描
か
れ
た
中
幅
の
絹
本
着
色
画
で
あ
る
。
款
記
・
印
章
は

認
め
ら
れ
ず
、
画
家
の
名
は
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。
本
紙
に
折
れ
も
目
立
つ
が
、

像
容
の
確
認
に
は
支
障
を
き
た
さ
な
い
。
経
年
劣
化
に
伴
い
全
体
的
に
ヤ
ケ
が

進
ん
で
お
り
、
特
に
背
景
描
写
が
不
鮮
明
で
あ
る
。
尊
像
に
補
筆
が
加
え
ら
れ

た
と
思
し
い
が
、
そ
の
画
趣
は
制
作
当
初
の
状
況
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
、
本
稿
で
は
敢
え
て
後
補
を
区
別
せ
ず
に
論
じ
る
。
直
径
二
・
五
セ
ン

チ
の
象
牙
の
軸
端
が
付
け
ら
れ
、
表
装
は
近
年
の
新
補
で
あ
る
。
古
箱
が
伝
わ

る
。
箱
蓋
表
に
「
聖
観
世
音
菩
薩
、
補
陀
落
山
善
財
童
子
拝
見
之
図
、
善
導
大

師
真
筆
、
三
州
養
寿
寺
什
物
」
と
墨
書
が
あ
り
、
聖
観
音
と
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
中
国
浄
土
教
の
大
家
で
あ
る
善
導
（
六
一
三
〜
八
一
）
の
筆
に
擬
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
年
紀
を
伴
う
旧
軸
木
も
現

存
し
、
そ
れ
以
前
に
朝
鮮
半
島
よ
り
請
来
さ
れ
た
旨
が
明
ら
か
と
な
る
。
朝
鮮

通
信
使
な
ど
を
経
由
し
て
徳
川
家
や
諸
大
名
家
に
入
っ
た
高
麗
仏
画
も
多
く
、

有
力
武
家
筋
か
ら
の
施
入
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
愛
知
県
の
指
定
文
化
財
（
絵

画
）
で
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
図
様

　

養
寿
寺
本
の
図
様
と
作
風
を
概
観
し
、
本
稿
の
論
究
の
前
提
と
し
た
い
。

　

養
寿
寺
本
は
、
典
型
的
な
高
麗
水
月
観
音
像
の
図
様
を
採
る
。
自
然
景
（
補

陀
落
山
）
の
中
に
、
優
美
な
観
音
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
頭
光
を
負
い
、
体
全
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体
を
覆
う
大
円
相
に
身
を
包
む
。
観
音
（
図
3
）
は
、
水
中
よ
り
生
じ
た
踏
割

蓮
華
に
左
足
を
降
ろ
し
、
右
足
を
屈
し
て
左
太
腿
上
に
乗
せ
、
草
座
上
に
安
座

す
る
形
式
を
採
る
。
右
腕
は
右
膝
近
く
に
下
げ
、
第
一
指
と
第
二
指
を
捻
じ
て

小
さ
い
輪
を
作
り
、
右
手
の
先
に
は
楊
柳
を
挿
し
た
水
瓶
が
置
か
れ
る
。
観
音

は
岩
上
に
左
肘
を
つ
き
、
第
三
指
と
第
四
指
を
捻
じ
、
手
の
甲
を
鑑
賞
者
に
見

せ
る
。

　
『
華
厳
経
』
入
法
界
本
の
善
知
識
歴
参
に
基
づ
く
善
財
童
子
は
、
こ
の
画
題

に
欠
か
せ
な
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
観
音
は
、
恭
し
く
合
掌
す
る
画
面
左
下
の

童
子
と
視
線
を
交
差
さ
せ
、
右
腕
を
童
子
を
意
識
し
た
方
向
に
伸
ば
す
。
従
っ

て
若
干
の
画
絹
の
切
り
詰
め
は
あ
ろ
う
が
、
現
状
で
は
童
子
か
ら
観
音
を
通
る

線
、
即
ち
画
面
左
下
か
ら
右
上
へ
の
方
向
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
我
々
の
視

線
を
ス
ム
ー
ズ
に
観
音
へ
と
導
く
。
あ
る
い
は
童
子
を
通
し
て
礼
拝
対
象
た
る

観
音
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
、
構
図
上
の
工
夫
か
も
知
れ
な
い
。

　

本
図
の
観
音
は
高
麗
仏
画
と
し
て
通
例
の
、
豪
華
な
衣
と
装
身
具
を
纏
う
形

式
を
採
る）

11
（

。
頭
飾
（
図
4
）
に
は
観
音
の
標
識
で
あ
る
阿
弥
陀
化
仏
を
伴
い
、

宝
玉
を
繫
い
だ
瓔
珞
、
そ
し
て
臂
釧
と
腕
釧
を
付
け
る
。
腰
紐
で
結
ば
れ
た
裳

（
図
5
）
は
、
七
ツ
菱
入
亀
甲
繫
文
を
地
文
様
に
、
団
花
文
を
主
文
様
に
彩
ら

れ
、
条
部
に
は
唐
草
文
が
施
さ
れ
る
。
高
麗
観
音
像
を
特
徴
付
け
る
、
透
明
感

の
あ
る
薄
い
ヴ
ェ
ー
ル
（
図
6
）
を
頭
部
か
ら
纏
う
。
金
泥
の
団
花
文
が
散
り

ば
め
ら
れ
た
薄
布
は
柔
ら
か
に
体
を
覆
い
、
天
衣
と
と
も
に
緩
や
か
な
弧
を
描

き
な
が
ら
下
に
垂
れ
る
。

　

背
景
描
写
も
眺
め
て
み
よ
う
。
補
陀
落
山
と
思
し
き
仙
境
に
観
音
は
座
す）

12
（

。

岩
に
は
金
彩
色
が
施
さ
れ
、
州
浜
に
は
宝
玉
や
珊
瑚
が
散
ら
さ
れ
、
画
中
の
場

が
霊
地
で
あ
る
と
理
解
さ
せ
る
。
画
面
右
上
、
つ
ま
り
観
音
の
背
面
に
竹
が
伸

び
る
。
こ
の
表
現
は
『
別
尊
雑
記
』
第
二
十
二
の
注
記
よ
り
宋
時
代
・
十
一
世

紀
以
前
に
遡
り
、
伝
統
的
に
水
月
観
音
に
採
用
さ
れ
た
。『
華
厳
経
』
を
紐
解

く
と
「
林
木
鬱
茂
」
と
あ
り
、
経
文
が
諸
作
品
の
風
景
表
現
の
淵
源
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
且
つ
背
後
の
樹
石
は
自
然
に
守
護
さ
れ
る
観
音
の
姿
を
形
作

り
、
仏
の
超
越
性
が
表
さ
れ
る）

13
（

。
善
財
童
子
（
図
7
）
は
、
観
音
と
海
を
隔
て

た
陸
地
に
立
ち
、
画
面
右
下
に
も
州
浜
が
広
が
る
。
海
は
穏
や
か
で
、
画
面
左

上
の
空
に
は
小
さ
い
月
が
浮
か
び
、
全
体
と
し
て
静
謐
な
雰
囲
気
の
一
本
と
言

え
よ
う
。
保
存
状
態
も
加
味
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
明
る
い
彩
色
で
豪
華
に
飾

ら
れ
た
観
音
と
補
陀
落
山
が
、
闇
夜
を
背
景
に
印
象
的
に
浮
か
び
上
が
る
。

（
三
）
作
風

　

作
風
は
高
麗
仏
画
の
通
例
の
如
く
、
華
麗
で
綿
密
で
あ
る
。
金
泥
塗
り
の
肉

身
は
抑
揚
の
小
さ
い
朱
線
で
描
き
起
こ
さ
れ
、
輪
郭
や
眼
窩
も
均
一
の
描
線
で

仕
上
げ
ら
れ
る
。
暈
し
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
上
瞼
は
濃
い
墨
線
に
よ
り
、

目
尻
・
目
頭
と
白
目
が
塗
り
分
け
ら
れ
る
な
ど
、
細
や
か
に
賦
彩
さ
れ
る
。
三

道
が
引
か
れ
、
最
下
の
一
本
に
二
箇
所
の
括
れ
が
作
ら
れ
る
。
腕
（
図
8
）
の

描
写
は
柔
ら
か
く
、
女
性
的
で
あ
る
。
一
方
で
右
の
掌
の
有
機
性
が
失
わ
れ
る

な
ど
、
写
し
崩
れ
も
看
取
さ
れ
る
。
右
足
に
比
し
て
踏
み
下
げ
た
左
足
の
踵
は

小
さ
く
、
肢
体
の
有
機
性
の
バ
ラ
ン
ス
は
不
均
等
と
言
っ
て
良
い
。
観
音
の
負

う
円
相
は
、
ご
く
淡
い
金
泥
で
賦
彩
さ
れ
る
。
頭
光
の
輪
郭
は
金
箔
に
よ
り
明
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る
く
作
ら
れ
、
輪
郭
の
内
側
に
淡
く
金
泥
の
暈
し
が
入
れ
ら
れ
る
。
観
音
を
囲

む
大
円
光
は
細
く
縁
取
ら
れ
、
や
は
り
金
泥
暈
し
が
施
さ
れ
、
柔
ら
か
い
光
を

放
ち
尊
像
が
浮
か
び
上
が
る
工
夫
が
為
さ
れ
る
。

　

高
麗
仏
画
の
美
し
さ
は
、
衣
と
装
身
具
の
細
密
描
写
に
保
証
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
て
過
言
で
な
い
。
養
寿
寺
本
の
裳
は
朱
を
基
底
色
と
し
、
白
色
の
亀
甲
繫

文
で
覆
わ
れ
る
。
主
文
の
団
花
文
は
、
金
泥
縁
取
り
の
蓮
華
と
、
墨
色
で
括
ら

れ
た
蓮
葉
を
正
対
さ
せ
た
形
状
を
採
る
。
そ
の
形
は
蓮
葉
の
対
を
縮
め
て
楕
円

を
為
し
、
裳
の
全
面
に
散
ら
さ
れ
る
。
薄
い
ヴ
ェ
ー
ル
を
纏
い
、
そ
こ
に
は
大

ぶ
り
の
金
泥
文
様
が
描
き
込
ま
れ
る
。
裳
の
主
文
と
異
な
り
、
こ
の
文
様
は
正

円
を
為
す
。
以
上
概
観
し
た
文
様
は
、
衣
の
折
れ
や
弛
み
が
生
じ
る
箇
所
で
あ

っ
て
も
形
状
を
変
え
ず
、
有
機
的
造
形
感
覚
に
乏
し
い
。
裳
の
条
部
の
唐
草
文

や
衣
襞
に
も
金
が
沿
わ
さ
れ
、
積
極
的
な
金
の
使
用
が
目
に
映
る
。
天
衣
と
腰

帯
は
、
ヴ
ェ
ー
ル
と
と
も
に
体
幹
に
沿
っ
て
緩
や
か
に
左
右
対
称
に
垂
れ
る
。

装
身
具
も
豪
華
に
作
ら
れ
、
そ
れ
も
高
麗
仏
画
の
枠
内
で
あ
る
。
冠
は
褪
色
し

て
い
る
も
の
の
、
細
か
な
金
属
を
繫
ぐ
工
芸
性
豊
か
な
描
出
が
認
め
ら
れ
る
。

瓔
珞
や
耳
飾
、
腕
釧
な
ど
は
、
朱
や
緑
青
、
白
の
玉
を
連
ね
て
表
現
さ
れ
る
。

　

次
に
善
財
童
子
を
眺
め
て
み
よ
う
。
童
子
は
合
掌
し
て
恭
し
く
立
つ
。
肉
身

は
墨
線
で
括
ら
れ
、
頰
に
朱
色
の
暈
し
が
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
尊
格
の
違
い
に

由
来
す
る
と
思
し
き
表
現
の
差
も
認
め
ら
れ
る
。
文
様
も
主
尊
に
比
し
て
簡
素

で
あ
る
。

　

背
景
は
簡
略
な
も
の
の
、
金
彩
色
に
よ
り
観
音
の
霊
地
・
補
陀
落
山
た
る
こ

と
を
視
覚
的
に
理
解
さ
せ
る
。
岩
に
施
さ
れ
た
金
泥
に
は
濃
淡
が
つ
け
ら
れ
る
。

縁
は
強
い
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
る
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
あ
た
か
も
水
墨
画
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
金
泥
に
応
用
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
画
面
左
上
の
一
角
は
虚
空
で

あ
り
、
小
さ
な
月
が
浮
か
ぶ
に
留
ま
る
。
月
は
銀
泥
で
塗
ら
れ
、
銀
あ
る
い
は

白
色
で
縁
取
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
を
鑑
み
る
と
、
岩
肌
の
光
沢
は
月
光
に
照
ら

さ
れ
る
様
子
を
意
図
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
補
陀
落
山
は
、
海
中
よ
り
聳
え

る
。
殆
ど
視
認
で
き
な
い
も
の
の
、
墨
線
で
引
か
れ
た
穏
や
か
な
波
に
よ
り
、

静
か
な
水
面
が
作
ら
れ
る
。
ま
た
淡
い
墨
が
面
的
に
掃
か
れ
、
夜
の
暗
い
海
の

様
子
が
表
さ
れ
る
。
観
音
の
背
後
に
は
二
本
の
竹
が
生
え
る
も
の
の
、
褪
色
が

著
し
く
ま
ば
ら
に
生
え
る
葉
の
視
認
も
難
し
い
。
以
上
の
背
景
描
写
に
よ
り
、

静
か
な
夜
の
緊
張
感
が
巧
み
に
表
さ
れ
、
法
を
求
め
る
童
子
と
善
知
識
の
対
話

が
、
よ
り
一
層
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

（
四
）
結

　

以
上
、
養
寿
寺
本
の
図
様
と
作
風
を
概
観
し
た
。
月
が
上
空
に
浮
か
ぶ
類
品

は
乏
し
い
が
、
総
じ
て
そ
の
図
様
は
高
麗
水
月
観
音
像
諸
本
と
大
差
な
く
、
広

く
知
れ
渡
っ
て
い
た
構
図
が
採
用
さ
れ
る
。
本
作
の
画
家
は
詳
ら
か
に
な
ら
な

い
が
、
荘
厳
な
雰
囲
気
作
り
に
成
功
し
て
お
り
、
整
っ
た
像
容
と
あ
わ
せ
て
技

量
の
高
い
市
井
の
画
工
の
筆
に
係
る
と
考
え
る
。
し
か
し
具
に
眺
め
る
と
、
面

相
は
描
線
・
彩
色
と
も
に
フ
ラ
ッ
ト
に
作
ら
れ
、
衣
襞
に
も
暈
し
が
施
さ
れ
ず

面
的
に
処
理
さ
れ
、
高
麗
仏
画
の
眼
目
の
一
つ
た
る
文
様
も
、
幾
分
弛
緩
し
て

い
る
印
象
が
拭
え
な
い
。
即
ち
宮
廷
画
家
の
筆
に
係
る
、
至
元
二
十
三
年
（
一

二
八
六
）
に
描
か
れ
た
個
人
蔵
「
阿
弥
陀
如
来
像
」、
大
徳
十
年
（
一
三
〇
六
）
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の
根
津
美
術
館
所
蔵
「
阿
弥
陀
如
来
像
」（
図
9
））

14
（

、
後
述
の
至
治
三
年
（
一
三

二
三
）
に
施
入
さ
れ
た
泉
屋
博
古
館
所
蔵
・
徐
九
方
筆
「
水
月
観
音
像
」
な
ど

と
は
距
離
を
有
す
る
。

　

正
確
な
制
作
年
代
も
銘
文
を
伴
わ
ず
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
反
復
性
の
高
さ

は
高
麗
仏
画
の
性
質
の
一
つ
で
あ
り
、
写
し
崩
れ
の
強
弱
は
時
代
を
判
定
す
る

有
効
な
指
標
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
養
寿
寺
本
の
肉
身
、
例
え
ば
数
珠
を
摘

む
右
手
（
図
10
）
は
、
後
述
す
る
至
治
三
年
（
一
三
二
三
）
銘
の
泉
屋
博
古
館

本
や
、
そ
れ
よ
り
下
る
と
思
し
き
同
館
の
観
音
像
の
別
本
、
そ
し
て
談
山
神
社

本
や
太
山
寺
に
比
し
て
有
機
性
に
乏
し
い
。
ま
た
瓔
珞
な
ど
装
身
具
の
描
写
も

大
味
と
な
っ
て
お
り
、
高
麗
時
代
盛
期
の
雰
囲
気
が
喪
失
し
て
い
き
、
朝
鮮
王

朝
へ
と
遷
り
変
わ
る
時
期
の
制
作
と
考
え
る
。
以
上
よ
り
筆
者
は
、
渡
辺
里
志

氏
）
15
（

の
推
定
す
る
制
作
年
代
で
あ
る
十
四
世
紀
中
期
か
ら
後
期
、
井
手
誠
之
輔
氏）

16
（

の
指
摘
す
る
十
四
世
紀
後
半
頃
を
さ
ら
に
限
定
し
、
養
寿
寺
本
の
作
画
期
を
高

麗
時
代
の
終
盤
、
朝
鮮
王
朝
の
黎
明
と
近
接
す
る
十
四
世
紀
末
と
推
定
す
る
。

三
、
泉
屋
博
古
館
所
蔵
・
徐
九
方
筆
「
水
月
観
音
像
」
に
つ
い
て

　

泉
屋
博
古
館
は
、
図
様
の
ほ
ぼ
等
し
い
二
本
の
高
麗
時
代
水
月
観
音
像
を
所

蔵
し
て
い
る
。
先
ず
徐
九
方
の
筆
に
係
る
作
を
便
宜
的
に
「
泉
屋
博
古
館
Ａ

本
」
と
称
し
、
考
察
を
加
え
る
。

（
一
）
基
本
デ
ー
タ

　

泉
屋
博
古
館
Ａ
本
（
図
11
）
は
、
目
の
詰
ん
だ
良
質
の
画
絹
に
描
か
れ
た
軸

装
一
幅
一
鋪
、
本
紙
法
量
は
縦
一
六
六
・
一
×
横
一
〇
一
・
一
セ
ン
チ
の
作
品

で
あ
る
。
印
章
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
画
面
左
下
に
「
至（

一

三

二

三

）

治
三
年
癸
夷
六
月　

日
、
内
班
従
事
／
徐
九
方
画
、
棟
梁
道
人　

六
精
」
と
楷
書
の
金
泥
銘
（
図

12
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
制
作
年
代
の
下
限
が
設
定
で
き
、「
内
班

従
事
」
は
下
級
官
吏
（
宮
廷
画
家
か
）
を
指
す
こ
と
か
ら
、
画
家
・
徐
九
方
の

所
属
が
判
明
す
る
。
ま
た
「
棟
梁
道
人
」
は
勧
進
僧
を
指
し
、
六
精
の
役
割
も

明
ら
か
と
な
る）

17
（

。

　

と
こ
ろ
で
今
ま
で
、
こ
の
銘
文
は
深
く
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
改
め
て

銘
を
読
む
と
、
数
字
に
強
い
拘
り
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
の
数
字
と
は

「
三
」（
三
年
）、「
六
」（
六
月
、
六
精
）、「
九
」（
九
方
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
数

字
は
、
い
ず
れ
も
中
国
に
お
い
て
吉
祥
的
な
意
味
を
有
す
る）

18
（

。「
三
」
は
伝
統

的
に
尊
重
さ
れ
た
数
字
で
、
例
え
ば
『
老
子
』
第
四
十
二
章
に
は
「
三
は
万
物

を
生
ず
」
と
あ
り）

19
（

、
且
つ
「
生
」
と
音
が
似
る
。「
六
」
は
「
溜
」
に
発
音
が

通
じ
、「
順
調
」
に
繫
が
る
。「
九
」
は
殊
に
重
要
な
数
で
、「
久
」
と
同
音
で

あ
る
こ
と
に
由
来
し
、「
永
久
」・「
不
滅
」
を
象
徴
す
る
数
字
で
あ
る
。
銘
文

へ
吉
祥
的
数
字
の
採
用
を
勘
案
す
る
と
、「
徐
九
方
」、「
六
精
」
と
い
う
変
わ

っ
た
名）

20
（

が
実
名
で
は
な
く
、
敢
え
て
数
字
の
当
て
字
を
用
い
て
い
る
可
能
性

（
徐
久4

方
な
ど
）
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
制
作
目
的
は
窺
い
知
れ
な
い
が
、
宮
廷

関
係
の
作
画
に
お
い
て
は
、
大
徳
十
年
（
一
三
〇
六
）
銘
の
根
津
美
術
館
所
蔵

「
阿
弥
陀
如
来
像
」
の
如
く
、
高
麗
王
や
そ
の
家
族
の
現
世
的
救
済
を
願
旨
と
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す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
至
治
三
年
（
一
三
二
三
）
時
の
高
麗
王
は
、
第
二
十
七

代
の
忠
粛
王
（
一
二
九
四
〜
一
三
三
九
）
で
あ
る
。
彼
や
そ
の
周
辺
へ
の
招
福

を
願
っ
て
作
画
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
、
銘
文
に
関
す
る
若
干
の
私
見

も
述
べ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
Ａ
本
は
、
様
々
な
情
報
が
テ
キ
ス
ト
よ
り
得
ら

れ
る
高
麗
仏
画
の
基
準
作
と
言
え
る
。
な
お
、『
古
画
備
考
』
収
載
の
「
朝
鮮

書
画
伝
」
に
は
、
本
銘
文
と
符
号
す
る
人
物
を
見
出
せ
な
い
。

　

Ａ
本
の
本
紙
法
量
は
、
養
寿
寺
本
な
ど
他
の
同
図
様
の
観
音
像
諸
本
よ
り
大

き
い
。
そ
れ
は
富
裕
な
施
主
を
得
た
、
宮
廷
関
係
の
作
画
に
係
る
こ
と
に
由
来

し
、
そ
の
点
で
も
特
筆
す
べ
き
作
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
、
こ
の
時
代
の
仏
画

と
し
て
は
良
好
で
あ
る
。
岩
肌
の
金
泥
な
ど
一
部
に
補
筆
と
思
し
き
箇
所
が
散

見
す
る
が
、
原
容
は
維
持
さ
れ
る
。
江
戸
期
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
古
箱
が
現

存
し
、
箱
蓋
表
に
「
著
色
観
世
音
菩
薩
像
、
元
人
徐
九
方
筆
」
と
墨
書
さ
れ
る
。

匣
内
に
は
新
し
い
筆
で
「
住
友
家
什
宝
」、
外
箱
の
木
口
に
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、

「
甲
第
六
九
七
号
／
徐
九
方
筆
／
楊
柳
白
衣
／
観
音
像
」
と
書
さ
れ
る
。
国
の

重
要
文
化
財
（
美
術
品
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
本
は
、
そ
の
優
秀
な
作
風

と
銘
文
の
存
在
よ
り
注
目
さ
れ
る
機
会
も
多
く
、
高
麗
仏
画
の
中
で
も
著
名
な

一
本
に
数
え
ら
れ
る）

21
（

。

　

本
図
が
泉
屋
博
古
館
、
即
ち
住
友
家
に
入
る
ま
で
の
経
緯
も
、
住
友
家
第
十

五
代
で
あ
る
友
純
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
六
）
の
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の

書
付）

22
（

が
残
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
判
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
政
府

が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
大
阪
造
幣
局
技
師
と
し
て
招
聘
し
た
「
ガ
ブ
ラ
ン
氏
」
が
、

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
頃
に
高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
本
作
を
譲
り
受

け
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
ガ
ブ
ラ
ン
氏
」
は
、
日
本
の
古
墳
研
究
で
も
名
高

い
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ラ
ン
ド
（
一
八
四
二
〜
一
九
二
二
）
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ー

ラ
ン
ド
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
日
本
を
去
る
折
に
本
作
を
持
ち

帰
る
が
や
が
て
手
放
し
、
美
術
商
の
山
中
春
篁
堂
（
山
中
吉
郎
兵
衛
）
の
蔵
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
住
友
友
純
が
購
入

し
、
現
在
に
至
る
。
何
時
か
ら
高
野
山
金
剛
三
昧
院
に
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）
図
様

　

泉
屋
博
古
館
Ａ
本
の
図
様
は
、
前
述
し
た
養
寿
寺
本
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
補
陀

落
山
中
の
草
座
に
座
す
観
音
の
姿
の
み
な
ら
ず
、
着
衣
形
式
も
大
差
は
無
く
、

そ
の
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
に
多
く
の
字
数
を
要
さ
な
い
。
朱
を
地
色
と
し
た

裳
を
着
け
、
条
部
に
唐
草
文
、
そ
し
て
白
色
の
七
ツ
菱
入
亀
甲
繫
文
と
団
花
文

を
組
み
合
わ
せ
る
点
で
も
通
じ
る
。
金
泥
文
を
ヴ
ェ
ー
ル
全
面
に
散
ら
す
手
法

も
同
様
で
あ
り
、
観
音
を
覆
う
頭
光
や
身
光
、
右
手
の
脇
に
置
か
れ
た
楊
柳
を

挿
し
た
水
瓶
、
背
後
に
生
え
る
二
本
の
竹
、
画
面
右
側
に
大
き
い
岩
を
配
す
る

補
陀
落
山
の
形
状
も
凡
そ
共
通
す
る
。
但
し
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
に
月
は
描
か

れ
な
い
。
月
の
添
付
は
養
寿
寺
本
と
廬
山
寺
本
な
ど
数
本
に
限
ら
れ）

23
（

、
何
も
浮

か
ば
な
い
作
が
過
半
を
占
め
る
。『
華
厳
経
』
に
は
、
観
音
と
童
子
の
対
話
が

行
わ
れ
た
時
間
帯
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
月
の
有
無
、
即
ち
昼
夜
の
違
い
は
経

典
的
に
裏
付
け
で
き
な
い
。

　

善
財
童
子
の
図
様
は
諸
本
で
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
養
寿
寺
本
と
泉
屋
博
古
館
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Ａ
本
も
異
な
る
。
さ
ら
に
Ａ
本
で
は
海
中
よ
り
牡
丹
が
生
じ
、
補
陀
落
山
か
ら

滝
が
流
れ
落
ち
る
が
、
そ
れ
ら
の
描
写
も
養
寿
寺
本
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ

の
表
現
は
珍
し
く
、
管
見
の
と
こ
ろ
同
図
様
の
高
麗
観
音
像
の
中
で
は
、
大
徳

寺
本
や
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
本
な
ど
数
点
に
限
ら
れ
る
。
以
上
の
差
は
画
家
個
人
の

創
意
に
基
づ
く
と
は
考
え
に
く
く
、
両
者
の
典
拠
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

観
音
の
図
様
の
規
範
性
は
、
時
代
や
画
家
を
越
え
て
強
く
働
き
な
が
ら
、
背
景

に
僅
か
な
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
諸
本
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
三
）
作
風

　

作
風
を
確
認
し
た
い
。
面
相
（
図
13
）
は
細
い
朱
線
で
描
き
起
こ
さ
れ
る
。

輪
郭
に
比
し
て
鼻
梁
は
や
や
太
い
線
で
引
か
れ
、
肌
に
淡
い
朱
隈
が
施
さ
れ
る

な
ど
、
線
と
色
彩
の
変
化
を
付
け
立
体
的
に
作
ら
れ
る
。
眼
窩
の
落
ち
窪
み
に

は
淡
い
細
線
が
使
わ
れ
、
画
家
の
充
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
筆
跡
が
認
め

ら
れ
る
。
目
も
濃
淡
を
交
え
て
細
や
か
に
賦
彩
さ
れ
、
唇
に
入
れ
ら
れ
た
金
泥

の
微
か
な
輝
き
も
美
し
い
。
両
手
（
図
14
）
は
繊
細
に
描
か
れ
、
女
性
的
優
美

を
感
じ
さ
せ
る
。
右
足
の
甲
が
厚
く
作
ら
れ
る
も
の
の
、
足
指
な
ど
は
肉
体
の

有
機
性
を
保
っ
て
い
る
。
頭
飾
の
形
状
は
養
寿
寺
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
朱

の
玉
を
繫
い
だ
金
具
の
形
も
等
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
化
仏
の
背
後
に
施
さ

れ
た
花
文
繫
文
の
形
状
は
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
と
養
寿
寺
本
の
間
で
異
な
る
。

前
者
で
は
雄
蘂
・
雌
蘂
を
中
央
と
し
て
放
射
状
に
花
弁
が
配
置
さ
れ
、
明
瞭
な

開
い
た
花
卉
の
形
状
を
採
る
が
、
後
者
で
は
花
を
形
作
る
意
識
は
薄
れ
る
。
つ

ま
り
観
音
の
図
様
こ
そ
凡
そ
等
し
い
も
の
の
、
両
者
の
作
風
の
距
離
は
大
き
い
。

な
お
、
Ａ
本
に
引
か
れ
た
三
道
相
の
最
下
の
一
本
に
も
、
二
つ
の
括
れ
が
作
ら

れ
る
。
養
寿
寺
本
、
あ
る
い
は
太
山
寺
本
や
談
山
神
社
本
、
ギ
メ
美
術
館
本
に

も
見
受
け
ら
れ
る
こ
の
表
現
の
源
泉
を
、
何
処
に
求
め
得
る
の
か
不
明
で
あ
り
、

稿
を
改
め
て
検
討
を
加
え
た
い）

24
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。

　

養
寿
寺
本
と
の
比
較
を
続
け
た
い
。
裳
の
衣
襞
線
を
確
認
す
る
と
、
泉
屋
博

古
館
Ａ
本
（
図
15
）
で
は
線
に
沿
っ
て
朱
隈
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
殊
に
少
し

距
離
を
取
っ
て
作
品
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
養
寿
寺
本
よ
り
質
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

養
寿
寺
本
で
は
朱
隈
が
金
泥
線
に
代
わ
り
、
平
面
的
な
美
し
さ
に
重
点
が
置
か

れ
、
衣
襞
の
扱
い
も
両
作
で
異
な
る
。
Ａ
本
の
腰
帯
と
裳
の
裏
地
に
も
金
泥
文

様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
帯
に
は
波
頭
文
、
裏
地
は
花
文
が
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
、

そ
の
技
巧
的
処
理
も
魅
力
的
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
の
裳
に
お
け
る
合
理
性
の
追
求
は
限
定
的
で

あ
る
。
例
え
ば
亀
甲
繫
文
と
団
花
文
の
い
ず
れ
も
、
養
寿
寺
本
よ
り
明
度
の
高

い
良
質
の
顔
料
が
用
い
ら
れ
、
線
も
よ
り
力
強
く
的
確
に
引
か
れ
る
な
ど
、
美

的
水
準
は
高
い
。
し
か
し
、
衣
の
動
き
に
連
動
し
て
の
変
形
は
や
は
り
認
め
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
Ａ
本
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
合
理
性
が
遵
守
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の
造
形
の
根
底
に
は
表
面
的
な
美
へ
の
志
向
が
流

れ
る
。
Ａ
本
と
養
寿
寺
本
の
双
方
の
主
文
様
が
楕
円
形
で
あ
る
点
に
も
注
意
し

た
い
。
他
の
水
月
観
音
、
例
え
ば
功
山
寺
本
（
図
16
）
や
ケ
ル
ン
市
東
洋
美
術

館
本
（
図
17
）
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
ど
う
や
ら
こ
の
文
様
は
も
と
も
と
正
円
を

描
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
時
代
の
降
下
と
と
も
に
形
を
変
え
て
い
き
、

そ
れ
が
固
定
化
し
て
い
っ
た
様
相
が
窺
え
る
。
尤
も
写
し
崩
れ
の
結
果
、
正
円
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の
文
様
が
楕
円
に
化
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
正
円
を
敢
え
て
崩
す
何
ら
か
の

理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
裳
が
垂
れ
て
上
下
に
文
様
が
引
き

伸
ば
さ
れ
た
こ
と
を
、
当
初
は
意
図
し
て
変
形
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ヴ
ェ
ー
ル
（
図
18
）
は
美
し
く
観
音
を
包
み
込
み
、
襞
の
描
線
は
流
麗
に
引

か
れ
る
。
円
状
に
整
え
ら
れ
た
金
泥
の
蛸
唐
草
文
が
布
地
に
散
ら
さ
れ
る
。
文

様
の
種
類
（
養
寿
寺
本
で
は
花
文
）
こ
そ
異
な
る
が
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
に
お

い
て
も
折
れ
に
よ
る
変
形
を
伴
わ
ず
、
そ
の
点
で
は
養
寿
寺
本
と
共
通
す
る
。

し
か
し
白
色
の
麻
葉
繫
文
が
施
さ
れ
、
描
線
に
強
弱
の
差
を
つ
け
て
、
薄
絹
の

質
感
を
示
そ
う
と
試
み
ら
れ
て
い
る
点
は
異
な
る
。
ま
た
Ａ
本
の
ヴ
ェ
ー
ル
と

天
衣
は
、
岩
座
に
接
し
て
屈
曲
し
な
が
ら
下
部
に
垂
れ
、
そ
し
て
緩
や
か
な
風

を
受
け
て
後
方
に
翻
る
自
然
な
動
き
を
見
せ
る
。
こ
れ
ら
は
美
し
い
な
が
ら
も

単
純
な
カ
ー
ブ
を
象
る
養
寿
寺
本
と
は
異
な
る
処
理
で
あ
る
。
天
衣
に
は
、
白

色
の
布
地
に
金
泥
で
縁
取
ら
れ
た
唐
草
文
が
浮
か
び
、
工
芸
的
に
描
か
れ
る
。

養
寿
寺
本
で
は
金
泥
線
に
よ
る
唐
草
文
が
配
さ
れ
る
に
留
ま
る
た
め
、
養
寿
寺

本
と
Ａ
本
の
両
者
に
同
種
の
文
様
が
採
用
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
描
写
に
は
距

離
が
あ
る
。

　

善
財
童
子
（
図
19
）
に
目
を
移
そ
う
。
童
子
は
右
側
面
を
鑑
賞
者
に
見
せ
る
。

片
膝
を
つ
い
て
跪
き
、
観
音
を
仰
ぎ
見
遣
り
な
が
ら
合
掌
す
る
。
童
子
は
凜
々

し
い
横
顔
を
見
せ
、
目
鼻
や
唇
な
ど
も
丁
寧
に
描
か
れ
、
鑑
賞
に
堪
え
得
る
容

姿
で
あ
る
。
天
衣
は
長
き
に
亘
る
求
法
の
旅
（
観
音
は
五
十
三
善
知
識
中
の
二

十
八
番
目
）
を
通
し
て
く
た
び
れ
た
の
か
、
輪
郭
や
衣
襞
の
描
線
は
、
観
音
の

衣
の
如
く
の
流
麗
な
美
し
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
印
象
を
受
け
る
。

　

最
後
に
背
景
を
確
認
し
た
い
。
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
の
構
図
は
、
若
干
の
相
違

は
あ
る
も
の
の
養
寿
寺
本
と
共
通
す
る
。
水
墨
画
技
法
は
認
め
ら
れ
ず
、
補
陀

落
山
は
淡
い
群
青
と
緑
青
で
塗
ら
れ
、
装
飾
豊
か
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。
岩
の
縁

に
は
金
泥
が
多
用
さ
れ
、
荘
重
な
雰
囲
気
が
巧
み
に
表
さ
れ
る
。
州
浜
に
は
紅

白
の
珊
瑚
が
配
さ
れ
、
多
数
の
宝
玉
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
華
厳
経
』

収
載
の
「
処
処
皆
有
流
泉
浴
池
」
を
典
拠
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
観
音
の
座

す
岩
の
下
に
は
勢
い
の
強
い
流
水
（
図
20
）
が
描
か
れ
、
細
か
な
波
頭
が
散
る
。

観
音
と
童
子
の
間
の
海
面
は
穏
や
か
で
あ
る
。
水
中
よ
り
白
色
の
葉
を
つ
け
た

太
い
茎
が
三
本
伸
び
、
向
か
っ
て
右
の
一
本
は
観
音
の
踏
割
蓮
華
に
、
中
の
一

本
は
未
敷
蓮
華
、
左
の
一
本
は
紅
白
の
牡
丹
が
開
く
吉
祥
花
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
綿
密
に
描
き
込
ま
れ
、
本
作
に
彩
り
を
添
え
る
。
楊
柳
を
指
し
た
水

瓶
と
そ
の
容
器
も
注
目
に
値
う
（
図
21
）。
容
器
は
ガ
ラ
ス
と
思
し
く
、
白
色

の
半
透
明
の
材
質
に
描
か
れ
、
上
端
の
彩
色
は
淡
く
さ
れ
る
な
ど
繊
細
で
あ
る
。

（
四
）
結

　

以
上
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
を
概
観
し
た
。
本
作
は
制
作
年
代
の
み
な
ら
ず
、

画
家
と
そ
の
立
場
も
判
明
す
る
高
麗
仏
画
の
基
準
作
で
あ
る
。
銘
文
中
の
数
字

に
関
し
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
が
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。
Ａ
本
は
通
例
の

高
麗
水
月
観
音
像
の
図
様
を
採
る
が
、
養
寿
寺
本
の
背
景
と
は
若
干
の
相
違
が

あ
る
。
つ
ま
り
主
尊
の
規
範
性
は
非
常
に
強
い
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
要
素
で

は
そ
れ
が
緩
み
、
主
尊
の
表
現
を
同
じ
く
す
る
複
数
の
水
月
観
音
像
の
グ
ル
ー

プ
が
存
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
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Ａ
本
は
宮
廷
画
家
の
筆
に
係
る
綿
密
で
丁
寧
な
筆
致
で
描
か
れ
、
高
麗
仏
画

の
精
華
と
称
す
べ
き
美
し
さ
が
目
を
惹
き
付
け
る
。
と
こ
ろ
で
Ａ
本
の
造
形
の

基
調
は
、
高
麗
仏
画
特
有
の
豊
か
な
装
飾
性
に
あ
る
も
の
の
、
観
音
の
肉
身
や

衣
文
、
そ
し
て
童
子
や
器
物
な
ど
各
所
に
、
合
理
的
な
立
体
把
握
や
表
面
処
理

が
為
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
即
ち
、
養
寿
寺
本
に
比
し
て
技
術
の
水
準

が
高
く
細
緻
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
造
形
の
方
向
性
そ
の
も
の
に
違
い
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
相
違
の
源
泉
と
し
て
、
二
つ
の
要
素
が
容
易

に
考
え
得
る
。
一
つ
は
両
者
の
制
作
年
代
（
Ａ
本
は
西
暦
一
三
二
三
年
、
養
寿

寺
本
は
筆
者
推
定
・
十
四
世
紀
末
）
の
差
、
も
う
一
つ
は
手
掛
け
た
画
家
の
立

場
の
差
（
Ａ
本
は
宮
廷
画
家
、
養
寿
寺
本
は
筆
者
推
定
・
市
井
の
画
工
）、
も

し
く
は
そ
の
双
方
で
あ
る
。
今
は
こ
の
可
能
性
を
提
示
す
る
に
留
め
、
次
の
作

品
に
移
り
た
い
。

四
、
泉
屋
博
古
館
所
蔵
・
伝
呉
道
士
筆
「
水
月
観
音
像
」
に
つ
い
て

　

泉
屋
博
古
館
の
所
蔵
す
る
、
別
本
の
「
水
月
観
音
像
」
を
取
り
上
げ
る
。

「
泉
屋
博
古
館
Ｂ
本
」
と
便
宜
的
に
呼
ぶ
。

（
一
）
基
本
デ
ー
タ

　

泉
屋
博
古
館
Ｂ
本
（
図
22
）
は
軸
装
一
幅
、
一
鋪
の
画
絹
に
描
か
れ
た
作
品

で
あ
る
。
本
紙
法
量
は
縦
一
一
五
・
一
×
横
五
四
・
六
セ
ン
チ
の
中
幅
の
画
像

で
、
款
記
・
印
章
は
認
め
ら
れ
な
い
。
折
れ
が
目
立
つ
も
の
の
、
質
の
低
い
補

筆
は
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
作
と

思
わ
れ
る
、
八
葉
蓮
華
を
象
っ
た
青
銅
製
の
軸
端
が
付
け
ら
れ
る
。
表
装
は
新

補
。
二
重
箱
に
収
め
ら
れ
、
外
箱
の
蓋
表
に
は
「
白
衣
観
音
、
呉
道
子
筆
」
と

墨
書
さ
れ
、
箱
木
口
に
は
「
甲
第
七
〇
一
号
／
呉
道
子
之
筆
／
白
衣
観
音
」
と

記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
る
。
漆
塗
り
の
内
箱
の
蓋
表
に
「
白
衣
観
音
、
呉

道
子
筆
」
と
金
泥
銘
が
施
さ
れ
る
。
中
国
唐
時
代
の
呉
道
子
（
生
没
年
不
詳
）

の
筆
と
伝
わ
る
が
、
そ
の
伝
承
は
中
国
・
高
麗
の
仏
画
を
含
む
「
唐
画
」
の
仏

画
に
し
ば
し
ば
付
さ
れ
る）

25
（

。
殊
に
、
呉
道
子
筆
と
さ
れ
る
観
音
石
碑
の
拓
本
が

無
数
に
伝
わ
る
如
く
、
観
音
と
呉
道
士
は
結
び
付
き
や
す
か
っ
た
。
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
六
月
に
住
友
家
が
購
入
し
、
現
在
に
至
る）

26
（

。

（
二
）
図
様
と
作
風

　

で
は
本
図
を
眺
め
て
み
よ
う
。
今
ま
で
養
寿
寺
本
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
を
詳

述
し
て
お
り
、
冗
長
と
な
る
た
め
重
複
す
る
指
摘
は
避
け
る
。
Ｂ
本
の
図
様
は

前
掲
の
二
本
に
通
じ
、
右
手
で
楊
柳
を
取
る
点
に
特
徴
が
認
め
得
る
程
度
で
あ

る
。
こ
の
類
例
と
し
て
は
ケ
ル
ン
市
東
洋
美
術
館
本
、
図
様
は
異
な
る
が
浅
草

寺
本
が
あ
げ
ら
れ
る
に
留
ま
る
。
面
相
（
図
23
）
を
確
認
す
る
と
、
Ｂ
本
の
ふ

く
よ
か
な
造
作
は
Ａ
本
と
類
似
し
、
頰
を
細
身
に
表
わ
す
養
寿
寺
本
と
は
距
離

を
有
す
る
。
肉
身
の
輪
郭
は
朱
線
で
描
き
起
こ
さ
れ
、
目
鼻
や
輪
郭
も
一
様
の

描
線
で
象
ら
れ
る
。
肉
身
に
暈
し
も
認
め
ら
れ
ず
フ
ラ
ッ
ト
に
表
さ
れ
、
手
足

の
表
現
も
、
Ａ
本
は
有
機
的
で
あ
る
が
、
Ｂ
本
（
図
24
）
と
養
寿
寺
本
で
は
硬

直
化
し
て
い
る
。
善
財
童
子
（
図
25
）
は
合
掌
し
な
が
ら
観
音
を
仰
ぎ
見
る
。
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顔
は
丸
く
、
手
足
は
細
か
に
作
ら
れ
、
愛
ら
し
い
童
子
の
姿
を
採
る
。
衣
の
文

様
は
簡
略
で
あ
り
、
そ
の
作
風
や
画
幅
に
占
め
る
童
子
の
大
き
さ
な
ど
も
、
養

寿
寺
本
と
親
近
性
を
有
す
る
。

　

着
衣
形
式
も
、
養
寿
寺
本
や
Ａ
本
と
等
し
い
。
裳
（
図
26
）
の
地
文
様
は
、

円
と
亀
甲
文
を
組
み
合
わ
せ
た
亀
甲
繫
文
で
あ
り
、
他
二
本
よ
り
簡
略
に
作
ら

れ
る
。
花
と
葉
を
対
に
配
す
る
、
楕
円
形
の
主
文
様
の
描
写
は
三
者
で
ほ
ぼ
共

通
す
る
。
ヴ
ェ
ー
ル
（
図
27
）
に
散
ら
さ
れ
た
、
円
形
に
整
え
ら
れ
た
美
し
い

金
泥
蛸
唐
草
文
も
Ａ
・
Ｂ
本
の
双
方
に
描
か
れ
る
。
頭
飾
の
文
様
を
明
瞭
な
花

文
と
す
る
点
で
も
同
様
で
あ
り
、
両
者
の
細
部
描
写
は
似
通
る
。
一
方
の
養
寿

寺
本
で
は
、
ヴ
ェ
ー
ル
・
頭
飾
の
文
様
と
も
に
繊
細
な
感
覚
が
小
さ
く
、
泉
屋

博
古
館
二
本
の
描
写
と
乖
離
す
る
。
施
主
や
画
家
の
立
場
も
加
味
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
以
上
の
図
様
と
作
風
の
分
析
に
よ
り
、
泉
屋
博
古
館
Ｂ
本
の
制

作
年
代
を
、
Ａ
本
（
西
暦
一
三
二
三
年
）
と
養
寿
寺
本
（
筆
者
推
定
十
四
世
紀

末
）
の
間
に
置
き
た
い
。
一
先
ず
筆
者
は
そ
の
年
代
を
十
四
世
紀
中
頃
に
比
定

し
た
上
で
、
作
者
を
市
井
の
仏
画
師
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ａ
本
か
ら
養
寿
寺
本
に
至
る
時
間
的
推
移
の
中
に
Ｂ
本
を
位
置

付
け
た
と
き
、
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
衣
に
お
け
る
合
理
的
な

造
形
感
覚
が
、
部
分
的
な
が
ら
も
Ｂ
本
に
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｂ

本
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
全
面
に
麻
葉
繫
文
が
配
さ
れ
る
が
、
腹
部
な
ど
布
地
が
弛
む

部
分
に
は
文
様
の
白
色
が
強
く
入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
薄
絹
の
重
な
り
が
透
過

し
、
色
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
意
図
し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
Ｂ
本
の

裳
の
一
部
に
は
、
襞
の
線
が
複
数
引
か
れ
る
が
、
そ
の
線
に
沿
っ
て
朱
が
強
く

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
且
つ
線
の
間
に
は
朱
の
暈
し
が
施
さ
れ
、
衣
の
質
感
を
意

識
し
た
表
現
が
為
さ
れ
る
。
以
上
の
如
く
、
Ａ
本
に
て
重
ん
じ
ら
れ
た
立
体
的

な
造
形
感
覚
は
、
形
式
化
し
つ
つ
も
Ｂ
本
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
時
代
が
下
る
と
思
し
い
養
寿
寺
本
で
は
そ
の
意
識
は
希
薄
に
な
り
、
面

相
・
衣
と
も
に
一
様
な
色
面
を
為
す
。
ま
た
一
方
で
、
Ｂ
本
の
裳
の
輪
郭
と
衣

襞
に
、
明
快
な
金
泥
線
が
添
え
ら
れ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
こ
の
表
現
は
前
述

の
質
感
重
視
の
処
理
と
は
逆
に
、
Ａ
本
で
は
な
く
む
し
ろ
後
の
養
寿
寺
本
に
認

め
得
る
。
こ
の
線
は
衣
を
華
麗
に
飾
る
と
と
も
に
、
肉
体
を
覆
い
起
伏
を
有
す

る
衣
を
、
枠
で
閉
ざ
さ
れ
た
平
面
へ
と
変
化
さ
せ
る
。
従
っ
て
Ｂ
本
の
合
理
性

は
、
肉
身
に
お
い
て
は
薄
れ
る
も
の
の
衣
に
は
生
か
さ
れ
、
且
つ
合
理
性
の
軽

視
と
と
も
に
進
む
、
装
飾
性
偏
重
に
至
る
道
程
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

（
三
）
結

　

以
上
、
泉
屋
博
古
館
Ｂ
本
の
位
置
を
、
Ａ
本
及
び
養
寿
寺
本
と
の
比
較
を
通

し
て
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
図
様
は
通
例
の
高
麗
水
月
観
音
の
枠
に
収
ま
り
、

高
麗
仏
画
に
お
け
る
型
の
拘
束
力
の
強
さ
が
改
め
て
証
さ
れ
た
。
Ｂ
本
の
制
作

年
代
は
、
Ａ
本
と
養
寿
寺
本
の
間
に
置
き
、
十
四
世
紀
中
頃
と
推
定
し
た
。

　

し
か
し
Ｂ
本
が
、
高
麗
仏
画
の
盛
期
よ
り
末
期
に
至
る
間
の
、
単
純
な
転
換

期
的
性
格
を
呈
す
る
と
は
断
じ
難
い
。
画
家
の
出
自
な
ど
を
加
味
せ
ず
、
合
理

性
と
装
飾
性
の
二
点
に
議
論
を
単
純
化
し
、
泉
屋
博
古
館
二
本
と
養
寿
寺
本
を

捉
え
直
す
。
ど
ち
ら
も
Ａ
本
か
ら
Ｂ
本
を
経
て
養
寿
寺
本
に
至
る
過
程
を
通
じ
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て
変
質
を
遂
げ
る
が
、
Ａ
本
の
合
理
性
は
形
式
化
し
つ
つ
も
Ｂ
本
に
受
け
継
が

れ
、
や
が
て
養
寿
寺
本
の
フ
ラ
ッ
ト
な
表
現
に
帰
着
す
る
。
と
こ
ろ
が
装
飾
性

は
Ａ
本
か
ら
Ｂ
本
に
移
る
過
程
で
著
し
い
変
容
は
無
く
、
徐
々
に
弛
緩
し
な
が

ら
も
、
養
寿
寺
本
に
至
る
ま
で
基
本
的
な
態
度
は
変
わ
ら
な
い
。
従
っ
て
、
十

四
世
紀
を
通
し
て
進
む
合
理
性
と
装
飾
性
の
時
間
的
推
移
は
、
必
ず
し
も
並
走

し
な
い
の
で
あ
る
。
合
理
性
が
よ
り
早
く
に
失
わ
れ
て
い
く
一
方
、
装
飾
性
は

温
存
さ
れ
暫
く
そ
の
魅
力
は
残
さ
れ
る
。
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
高
麗
仏
画

に
お
い
て
合
理
性
と
装
飾
性
の
い
ず
れ
が
尊
重
さ
れ
た
の
か
明
瞭
と
な
る
。
今

ま
で
高
麗
仏
画
の
魅
力
が
語
ら
れ
る
際
に
、
華
麗
で
緻
密
な
描
写
に
力
点
が
置

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
背
後
で
顕
著
に
進
む
立
体
感
覚
の
排
除
は
、
こ

の
時
代
、
あ
る
い
は
こ
の
地
域
の
造
形
志
向
を
如
実
に
表
わ
す
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

　

高
麗
と
朝
鮮
王
朝
期
の
仏
画
に
、
排
仏
に
起
因
す
る
質
的
な
断
絶
が
存
す
る

旨
が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る）

27
（

。
し
か
し
十
四
世
紀
の
高
麗
仏
画
に
お
け
る
、
合
理

性
の
急
速
な
淘
汰
お
よ
び
装
飾
性
の
緩
や
か
な
変
質
は
、
成
化
十
九
年
（
一
四

八
三
）
銘
の
永
平
寺
所
蔵
「
三
帝
釈
天
像
」、
弘
治
三
年
（
一
四
九
〇
）
頃
の

十
輪
寺
所
蔵
「
五
仏
尊
像
」
や
万
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
四
天
王
寺
所
蔵

「
釈
迦
説
法
図
」、
あ
る
い
は
同
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
大
倉
集
古
館
所
蔵

「
阿
弥
陀
説
法
図
」
な
ど）

28
（

、
華
麗
な
が
ら
も
画
面
全
体
が
平
面
的
に
処
理
さ
れ

る
、
朝
鮮
王
朝
期
の
造
形
の
前
提
と
な
っ
た
と
推
察
す
る
。
殊
に
永
平
寺
本

（
図
28
）
は
、
数
少
な
い
朝
鮮
王
朝
初
期
・
十
五
世
紀
の
遺
品
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
宮
廷
画
家
の
筆
と
判
明
す
る
貴
重
な
作
で
あ
り）

29
（

、
作
画
条
件
が
近
し
く

Ａ
本
以
来
の
時
間
的
変
遷
を
適
切
に
検
討
し
得
る
。
永
平
寺
本
の
肉
身
や
衣
、

即
ち
奥
行
き
を
伴
う
べ
き
立
体
は
平
ら
な
色
面
と
化
し
、
且
つ
金
泥
文
様
に
よ

る
華
や
か
な
装
飾
を
残
す
作
風
は
、
高
麗
時
代
末
期
に
お
け
る
合
理
性
の
欠
落

と
装
飾
性
の
緩
や
か
な
衰
退
の
帰
結
を
雄
弁
に
語
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
十

四
世
紀
高
麗
仏
画
の
潮
流
、
殊
に
合
理
性
と
装
飾
性
の
不
均
等
な
変
質
が
、
次

代
の
仏
画
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
述
べ
た
い
。

五
、
お
わ
り
に
│
高
麗
仏
画
に
お
け
る
合
理
性
の
推
移
│

　

以
上
、
養
寿
寺
本
、
泉
屋
博
古
館
Ａ
本
・
Ｂ
本
の
計
三
点
の
分
析
を
通
し
て
、

幾
つ
か
の
試
案
を
述
べ
た
。
そ
の
主
要
な
論
点
を
箇
条
書
き
す
る
。

① 

三
点
の
図
様
は
ほ
ぼ
共
通
し
、
高
麗
仏
画
に
お
け
る
型
の
規
範
性
の
強
さ

が
改
め
て
証
さ
れ
る
。
し
か
し
、
背
景
に
若
干
の
変
化
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

異
な
る
系
統
の
祖
本
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。

② 

養
寿
寺
本
は
、
十
四
世
紀
末
期
に
市
井
の
画
工
に
描
か
れ
た
と
考
え
る
。

③ 

泉
屋
博
古
館
Ａ
本
は
、
宮
廷
画
家
の
徐
九
方
に
描
か
れ
、
至
治
三
年
（
一

三
二
三
）
に
施
入
さ
れ
た
旨
が
判
明
す
る
高
麗
仏
画
の
基
準
作
で
あ
る
。
記

銘
に
際
し
て
、
吉
祥
的
な
数
字
に
拘
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

④ 
泉
屋
博
古
館
Ｂ
本
は
、
十
四
世
紀
中
頃
に
市
井
の
画
工
に
描
か
れ
た
と
考

え
る
。

⑤ 

泉
屋
博
古
館
Ａ
本
で
は
、
表
面
感
や
立
体
把
握
が
重
ん
じ
ら
れ
る
一
方
、
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Ｂ
本
に
お
い
て
そ
の
意
識
は
薄
れ
、
や
が
て
養
寿
寺
本
に
至
り
排
除
さ
れ
る
。

⑥ 
養
寿
寺
本
で
は
や
や
弛
緩
す
る
も
の
の
、
基
本
的
に
三
点
い
ず
れ
も
綿
密

に
描
か
れ
、
装
飾
性
が
豊
か
で
あ
る
。

⑦ 

十
四
世
紀
前
半
か
ら
末
期
に
至
る
間
に
、
合
理
性
は
急
速
に
失
わ
れ
る

（
⑤
）
に
対
し
て
、
装
飾
性
の
変
質
は
緩
や
か
（
⑥
）
で
あ
る
。
高
麗
仏
画

に
お
い
て
、
美
麗
が
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、
作
風
の
推
移

は
複
層
的
で
あ
る
。
一
見
し
て
反
復
性
が
目
に
映
る
高
麗
仏
画
で
あ
る
が
、

そ
の
振
幅
は
意
外
に
大
き
い
。

⑧ 

朝
鮮
王
朝
期
の
仏
画
は
、
十
四
世
紀
高
麗
仏
画
の
変
容
の
延
長
線
上
に
捉

え
得
る
。

　

今
ま
で
論
じ
た
主
張
を
是
と
す
る
な
ら
ば
、
至
治
三
年
（
一
三
二
三
）
銘
の

泉
屋
博
古
館
Ａ
本
よ
り
作
画
期
の
遡
る
作
は
、
さ
ら
に
合
理
的
な
表
現
を
取
る

可
能
性
も
指
摘
し
得
る
。
至
元
二
十
三
年
（
一
二
八
六
）
銘
の
個
人
蔵
「
阿
弥

陀
如
来
像
」
を
例
に
取
る
と
、
三
道
や
腕
に
は
淡
い
朱
の
暈
し
が
的
確
に
入
れ

ら
れ
、
肉
体
の
柔
ら
か
さ
や
体
温
ま
で
も
感
じ
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
袈

裟
の
細
や
か
な
文
様
（
図
29
）
は
衣
襞
線
の
影
響
を
受
け
て
形
状
を
変
え
て
お

り
、
機
械
的
に
充
塡
さ
れ
る
通
例
の
高
麗
仏
画
の
文
様
と
は
一
線
を
画
す
。

　

最
後
に
浅
草
寺
所
蔵
・
慧
虚
（
生
没
年
不
詳
）
筆
「
水
月
観
音
像
」
を
確
認

す
る
。
浅
草
寺
本
（
図
30
）
は
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
の
制
作
と
筆

者
は
推
定
し
て
い
る）

30
（

。
そ
の
年
代
に
基
づ
く
た
め
根
拠
薄
弱
で
あ
る
が
、
結
論

を
先
ず
述
べ
る
な
ら
ば
、
Ａ
本
よ
り
合
理
的
に
作
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
肉
身
の

描
線
の
強
弱
や
彩
色
の
濃
淡
、
そ
し
て
ヴ
ェ
ー
ル
の
色
調
に
変
化
が
加
え
ら
れ

る
の
み
な
ら
ず
、
本
稿
で
扱
っ
た
高
麗
仏
画
三
点
に
認
め
得
な
か
っ
た
、
衣
襞

線
と
文
様
の
形
状
の
対
応
（
図
31
）
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
泉
屋
博

古
館
Ｂ
本
や
養
寿
寺
本
で
は
や
や
萎
縮
し
て
い
た
善
財
童
子
の
容
貌
は
、
浅
草

寺
本
（
図
32
）
で
は
Ａ
本
と
同
様
に
、
存
在
感
の
あ
る
姿
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
浅
草
寺
本
の
童
子
の
天
衣
に
も
、
長
き
に
亘
る
巡
拝
を
経
て
柔
軟
さ
を

失
っ
た
現
実
的
感
覚
が
加
味
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
両
者
の
制
作
年
代
の
近
接
を

物
語
る
と
思
わ
れ
る
が
、
殊
に
浅
草
寺
本
で
は
、
童
子
の
視
線
の
先
に
海
中
か

ら
生
じ
た
花
が
開
き
、
観
音
に
捧
げ
る
如
く
の
位
置
関
係
で
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
こ
の
吉
祥
花
は
Ａ
本
で
は
童
子
の
上
、
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
本
に
類

す
る
他
本
で
は
右
に
描
か
れ
、
そ
れ
ら
の
配
置
に
格
別
な
意
図
は
認
め
ら
れ
な

い
。
つ
ま
り
浅
草
寺
本
で
は
、
肉
身
や
衣
な
ど
細
部
モ
チ
ー
フ
の
み
な
ら
ず
、

観
音
・
童
子
・
点
景
の
三
者
の
連
続
性
が
意
識
さ
れ
、
画
面
構
成
の
大
枠
に
お

い
て
も
細
や
か
な
配
慮
が
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
総
じ
て
浅
草
寺
本
は
、
Ａ
本

よ
り
さ
ら
に
合
理
性
が
重
ん
じ
ら
れ
て
制
作
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
合
理
性
の
源
泉
は
何
処
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
中
国

絵
画
、
殊
に
全
体
の
調
和
を
重
視
す
る
南
宋
画
の
部
分
的
理
解
を
あ
げ
た
い
。

菊
竹
淳
一
氏）

31
（

は
北
宋
や
西
夏
の
影
響
を
論
じ
、
高
麗
観
音
像
の
図
様
ソ
ー
ス
と

し
て
の
南
宋
画
の
位
置
付
け
も
丹
念
に
説
く
。
筆
者
は
そ
こ
に
、
造
形
感
覚
に

も
若
干
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
旨
の
蛇
足
を
加
え
た
い
。
十
四
世
紀
に
至
り
、

朝
鮮
半
島
に
中
国
画
が
多
く
流
入
し
た
旨
を
安
輝
濬
氏）

32
（

は
指
摘
す
る
が
、
慧
虚

や
徐
九
方
ら
宮
廷
画
家
は
、
多
彩
で
上
質
の
請
来
中
国
画
と
接
す
る
機
会
に
恵
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ま
れ
、
そ
れ
ら
を
部
分
的
に
咀
嚼
し
な
が
ら
制
作
に
生
か
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
尤
も
先
述
の
如
く
、
高
麗
仏
画
に
お
い
て
装
飾
性
に
高
い
価
値
が
置
か

れ
る
点
は
揺
る
が
な
い
。
図
式
的
で
あ
る
が
、
画
面
構
成
に
及
ぶ
広
い
視
野
を

有
し
た
合
理
性
は
、
装
飾
性
に
比
し
て
早
い
テ
ン
ポ
で
変
容
し
て
い
き
、
や
が

て
意
識
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
、
凡
そ
一
世
紀
を
通
し
て
の
経
年
的
な
方
向
性

を
有
す
る
。
こ
の
時
代
的
推
移
は
、
南
宋
か
ら
元
、
そ
し
て
明
に
移
り
行
く
中

国
仏
画
の
変
容
と
リ
ン
ク
し
、
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
、
室
町
に
至
る
本
邦
の
仏
画

も
凡
そ
同
じ
趨
勢
に
あ
る
。
し
か
し
東
ア
ジ
ア
各
国
の
仏
画
は
、
中
国
画
の
縮

小
再
生
産
で
あ
る
と
述
べ
る
の
み
で
は
、
考
察
の
放
棄
で
あ
る
。
高
麗
仏
画
の

作
風
は
、
意
外
な
ほ
ど
振
幅
が
大
き
い
。
今
回
は
そ
の
振
幅
に
関
し
て
合
理
性

と
装
飾
性
に
焦
点
を
絞
り
探
究
し
た
が
、
如
何
な
る
性
質
が
重
視
さ
れ
、
そ
し

て
軽
視
さ
れ
た
の
か
を
改
め
て
見
据
え
る
作
業
を
通
じ
、
高
麗
仏
画
の
特
質
が

よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
付

　

近
代
か
ら
昭
和
初
期
の
売
立
目
録
中
に
、
高
麗
仏
画
と
思
し
き
作
が
図
版
を

添
え
て
紹
介
さ
れ
る
例
が
散
見
す
る
。
本
論
と
は
関
係
は
無
い
が
、
参
考
ま
で

に
筆
者
の
目
に
入
っ
た
四
例
を
提
示
す
る
。

・ 「
金
岡
観
音
」（
図
33
）　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
十
六
日
入
札
『
仙

台
伊
達
家
御
蔵
品
売
立
』（
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
所
載
。
中
幅
の
「
水
月

観
音
像
」
で
あ
る
。
肢
体
の
柔
ら
か
い
表
現
か
ら
、
高
麗
仏
画
の
中
で
も
比

較
的
時
代
が
遡
る
と
思
わ
れ
る
。

・ 「
張
思
恭
観
音
」（
図
34
）　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
月
六
日
入
札
『
高

橋
男
爵
家
所
蔵
品
売
立
』（
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
所
載
。
通
形
の
「
水
月

観
音
像
」
で
あ
る
。

・ 「
長
隆
宝
冠
地
蔵
尊
」（
図
35
）　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
月
六
日
入
札

『
高
橋
男
爵
家
所
蔵
品
売
立
』（
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
所
載
。
高
麗
仏
画
に

て
好
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
被
帽
地
蔵
で
あ
る
。

・ 「
張
思
恭
准
提
観
音
像
」（
図
36
）　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
三
日
入

札
『
岡
田
氏
所
蔵
品　

岡
村
竹
亭
氏
遺
愛
品　

並
ニ
某
家
所
蔵
品
』（
於
京

都
美
術
倶
楽
部
）
所
載
。
聖
沢
院
な
ど
に
蔵
さ
れ
る
「
帝
釈
天
像
」（
摩
利

支
天
）
と
同
図
様
で
あ
る
。

注（
1
）　

鄭
于
澤
氏
は
一
一
〇
点
、
山
口
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
で
は
制
作
地
の

揺
ら
ぐ
作
品
を
含
め
た
上
で
一
六
八
点
、
菊
竹
淳
一
氏
は
約
一
四
〇
点
を
数
え

る
。

　

・ 

鄭
于
澤
『
高
麗
時
代
阿
弥
陀
画
像
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂　

平
成
二
年
二

月
）。

　

・ 

山
口
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
『
高
麗
・
李
朝
の
仏
教
美
術
展
』（
平
成
九
年

十
月
）。

　

・ 

菊
竹
淳
一
「
高
麗
時
代
の
仏
教
絵
画
」『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編　

第
十

巻
（
小
学
館　

平
成
十
年
七
月
）。

（
2
）　

現
在
、
東
ア
ジ
ア
圏
で
描
か
れ
た
仏
画
の
制
作
地
の
再
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

例
え
ば
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
と
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
に
分
蔵
さ
れ
る
「
釈
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迦
三
尊
像
」
に
つ
い
て
、
有
賀
祥
隆
氏
は
元
画
、
井
手
誠
之
輔
氏
は
高
麗
画
と

推
定
す
る
。
ま
た
井
手
氏
は
、
従
来
高
麗
画
と
考
え
ら
れ
て
き
た
上
杉
神
社
所

蔵
「
阿
弥
陀
如
来
像
」
が
元
画
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

・ 
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
編
集
・
発
行
『
仏
教
の
美
術
』（
平
成
十
一
年
十
月
）、
有

賀
祥
隆
氏
の
解
説
。

　

・ 

井
手
誠
之
輔
「
元
時
代
の
釈
迦
三
尊
像
・
雑
感　

東
福
寺
旧
蔵
本
を
め
ぐ
っ

て
」『
仏
教
の
美
術
』（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

平
成
十
一
年
十
月
）。

　

・ 

井
手
誠
之
輔
『
日
本
の
美
術
』
第
四
一
八
号　

日
本
の
宋
元
仏
画
（
至
文
堂　

平
成
十
三
年
三
月
）。

（
3
）　

前
掲
註
（
1
）、
菊
竹
淳
一
「
高
麗
時
代
の
仏
教
絵
画
」。

（
4
）　

朴
玉
連
「
高
麗
仏
教
美
術
に
現
わ
れ
た
文
様
の
研
究　

鏡
神
社
蔵
楊
柳
観
音

図
の
衣
裳
文
様
を
中
心
に
」『
デ　

ア
ル
テ
』
第
四
号
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
）。

（
5
）　

藤
元
裕
二
「
浅
草
寺
所
蔵
〈
水
月
観
音
像
〉
の
美
術
史
的
位
相
│
高
麗
仏
画

に
お
け
る
中
国
絵
画
受
容
の
一
側
面
│
」『
国
華
』
第
一
三
九
〇
号
（
平
成
二

十
三
年
八
月
）。
浅
草
寺
本
は
『
古
画
備
考
』
所
載
の
、
弘
化
二
年
（
一
八
四

五
）
起
筆
の
「
朝
鮮
書
画
伝
」
に
も
収
め
ら
れ
、
古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
作

と
わ
か
り
、
且
つ
高
麗
画
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
画
像
で
あ
る
。

（
6
）　

林
進
「
高
麗
時
代
の
水
月
観
音
図
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
第
一
〇
一
号

（
昭
和
五
十
二
年
三
月
）、
同
「
新
出
の
高
麗
水
月
観
音
図
に
つ
い
て
」『
仏
教

芸
術
』
第
一
二
三
号
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
）。

（
7
）　

菊
竹
淳
一
「
高
麗
時
代
観
音
画
像
の
表
現
」『
東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
』

上
巻
（
同
朋
舎　

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
）。
同
「
高
麗
時
代
仏
教
絵
画
概
説
」

『
青
丘
学
術
論
集
』
第
四
号
（
平
成
六
年
三
月
）。

（
8
）　

山
本
陽
子
「
水
月
観
音
図
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」『
美
術
史
』
第
一
二

五
号
（
平
成
元
年
三
月
）。

（
9
）　

井
手
誠
之
輔
氏
は
、
華
厳
経
的
世
界
観
か
ら
高
麗
仏
画
を
読
み
解
く
。

　

・ 

井
手
誠
之
輔
「
多
様
の
中
の
統
一
│
高
麗
仏
画
の
領
分
│
」『
高
麗
・
李
朝
の

仏
教
美
術
展
』（
山
口
県
立
美
術
館　

平
成
九
年
十
月
）。

　

・ 

同
「
高
麗
仏
画
の
世
界
│
東
ア
ジ
ア
美
術
に
お
け
る
領
分
と
そ
の
諸
相
」『
国

華
』
第
一
三
一
三
号
（
平
成
十
七
年
三
月
）
な
ど
。

（
10
）　

萩
原
寺
本
に
関
し
て
は
、
井
手
誠
之
輔
氏
の
論
考
に
詳
し
い
。

　

・ 

井
手
誠
之
輔
「
高
麗
の
阿
弥
陀
画
像
と
普
賢
行
願
品
」『
美
術
研
究
』
第
三
六

三
号
（
平
成
八
年
一
月
）。

（
11
）　

姜
友
邦
氏
は
、
大
徳
寺
蔵
水
月
観
音
画
中
の
文
様
の
意
味
を
丹
念
に
解
釈
す

る
。
本
稿
は
そ
の
成
果
を
十
全
に
は
活
用
で
き
て
い
な
い
が
、
文
様
を
単
な
る

美
し
い
荘
厳
と
捉
え
ず
、
画
面
構
成
の
中
で
理
解
し
得
る
旨
の
指
摘
は
大
き
な

示
唆
に
富
む
。

　

・ 

姜
友
邦
「
大
徳
寺
所
蔵
〈
高
麗
水
月
観
音
図
〉
の
造
形
解
釈
│
根
源
者
、
観
音

菩
薩
の
誕
生
│
」『
国
華
』（
第
一
三
七
八
号　

平
成
二
十
二
年
八
月
）。

（
12
）　

中
国
寧
波
沖
に
浮
か
ぶ
普
陀
山
が
、
観
音
の
住
ま
う
地
と
し
て
信
仰
を
集
め
、

殊
に
海
難
守
護
の
仏
と
し
て
奉
安
さ
れ
た
様
相
を
、
西
谷
功
氏
は
端
的
に
指
摘

す
る
。
こ
の
よ
う
に
現
実
の
環
境
と
の
密
接
な
結
び
付
き
が
、
観
音
画
像
に
お

い
て
も
自
然
景
が
重
視
さ
れ
た
所
以
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
観
音
経
』

に
は
、
様
々
な
自
然
災
害
か
ら
衆
生
を
救
済
す
る
観
音
の
功
徳
が
説
か
れ
、
作

品
に
穏
や
か
な
景
観
を
伴
わ
せ
る
前
提
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

・ 

西
谷
功
「
泉
涌
寺
僧
と
普
陀
山
信
仰
│
観
音
菩
薩
坐
像
の
請
来
意
図
」『
聖
地   

寧
波
』（
奈
良
国
立
博
物
館　

平
成
二
十
一
年
七
月
）。

（
13
）　

樹
石
に
囲
ま
れ
る
表
現
は
、
羅
漢
図
諸
作
に
お
い
て
常
套
的
で
あ
る
。
一
幅

一
人
の
独
尊
像
の
み
な
ら
ず
、
一
幅
八
人
（
九
人
）
の
集
合
像
を
成
立
さ
せ
る

際
に
も
、
自
然
の
守
護
を
受
け
る
聖
者
た
る
イ
メ
ー
ジ
が
重
視
さ
れ
た
。

（
14
）　
「
阿
弥
陀
如
来
像
」
二
本
は
、
高
麗
国
王
ら
へ
の
招
福
を
目
的
に
制
作
さ
れ

た
旨
が
銘
に
残
さ
れ
て
い
る
。
宮
廷
周
辺
の
作
画
に
係
る
著
名
な
作
で
あ
り
、

梶
谷
亮
治
氏
の
解
説
も
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

・ 

奈
良
国
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち
』（
平
成
八
年
四
月
）
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所
載
、
梶
谷
亮
治
氏
の
解
説
。

（
15
）　

西
尾
市
資
料
館
編
集
・
発
行
『
養
寿
寺
文
化
の
世
界
』（
平
成
七
年
二
月
）

所
載
。

（
16
）　

山
口
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
『
高
麗
・
李
朝
の
仏
教
美
術
展
』（
平
成
九

年
十
月
）
所
載
、
井
手
誠
之
輔
氏
の
解
説
。

（
17
）　

吉
田
宏
志
「
高
麗
仏
画
の
紀
年
作
品
」『
高
麗
仏
画
』（
朝
日
新
聞
社　

昭
和

五
十
六
年
二
月
）。

（
18
）　

以
下
の
論
考
を
参
考
に
し
た
。

　

・ 

唐
向
紅
・
鷲
尾
紀
吉
「
中
国
と
日
本
の
数
字
文
化
に
お
け
る
比
較
研
究
」『
中

央
学
院
大
学　

人
間
・
自
然
論
叢
』
第
三
十
号
（
平
成
二
十
二
年
二
月
）。

（
19
）　

原
文
「
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
万
物
」。

（
20
）　

熊
谷
宣
夫
氏
は
、
Ａ
本
が
中
韓
の
ど
ち
ら
に
帰
す
か
、
作
風
か
ら
は
判
断
が

迷
う
旨
を
述
べ
た
上
で
、
銘
中
の
人
物
名
か
ら
高
麗
仏
画
と
判
断
す
る
。

　

・ 

熊
谷
宣
夫
「
朝
鮮
仏
画
徴
」『
朝
鮮
学
報
』
第
四
十
四
輯
（
昭
和
四
十
二
年
七

月
）。

（
21
）　

高
麗
仏
画
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
文
献
で
は
、
頻
繁
に
論
及
さ
れ
る
作
品
で

あ
る
。
カ
タ
ロ
グ
に
も
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
、
そ
の
優
秀
で
美
麗
な
作
風
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
る
。

　

・ 

奈
良
国
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち
』（
平
成
八
年
四
月
）

所
載
、
梶
谷
亮
治
氏
の
解
説
。

　

・ 

泉
屋
博
古
館
編
集
・
発
行
『
泉
屋
博
古　

中
国
絵
画
』（
平
成
八
年
十
一
月
）

所
載
、
宮
崎
法
子
氏
の
解
説
。

（
22
）　

全
文
を
掲
載
す
る
。

　
（
上
包
）

　

友
純
公
筆
添
状

　

徐
九
方
筆
白
衣
楊
柳
観
世
音
菩
薩
像

　

　
（
本
文
）

　

一
、 

着
色
楊
柳
観
世
音
菩
薩
像
一
軸

　
　

画
面
絹

　
　
　

竪
五
尺
四
寸
五
分

　
　
　

横
三
尺
三
寸
五
分

　
　

表
装
裂

　
　

落
款
左
ノ
文
字
ア
リ
。

　

至
治
三
年
癸
亥
六
月　

日
内
班
従
事

　

徐
九
方
画　

棟
梁
道
人　

六
精

　
　

至
治
三
年
ハ
元
ノ
英
宗
帝
ノ
時
ニ
シ
テ
、
奉
仏
ノ
盛
ナ
リ
シ
時
代
ナ
リ
シ
ナ
ラ

ン
。
或
書
ニ
、
元
ノ
英
宗
帝
至
治
三
年
二
月
、
金
字
ノ
蔵
経
ヲ
勅
写
セ
サ
シ
ム

ト
ア
リ
。

　
　

我
朝
ノ
後
醍
醐
帝
元
亨
三
癸
亥
ニ
当
ル
。
大
正
十
四
年
ヲ
距
ル
五
百
九
十
八
年

也
。

　
　

此
幅
ハ
明
治
十
年
頃
、
大
阪
造
幣
局
ノ
技
師
ト
シ
テ
英
国
ヨ
リ
傭
聘
セ
ラ
レ
シ

ガ
ブ
ラ
ン
氏
カ
、
明
治
二
十
年
頃
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
ニ
ア
リ
シ
ヲ
譲
リ
受

ケ
、
愛
玩
欠
カ
サ
リ
シ
物
ニ
シ
テ
、
帰
国
ノ
際
、
他
ノ
日
本
美
術
図
ト
共
ニ
携

エ
帰
リ
シ
物
ノ
中
、
尤
モ
優
等
ナ
ル
物
ナ
リ
シ
モ
、
故
ア
リ
テ
再
ヒ
山
中
春
篁

堂
ノ
手
ニ
帰
セ
シ
ヲ
、
大
正
七
年
六
月
仝
氏
ヨ
リ
購
入
セ
シ
モ
ノ
也
。
而
シ
テ

ガ
ブ
ラ
ン
氏
ハ
我
帝
国
造
幣
ノ
為
ニ
ハ
功
労
不
尠
、
為
ニ
叙
勲
ノ
光
栄
ヲ
擔
ヒ

飾
ヲ
衣
テ
郷
ニ
帰
リ
シ
人
、
且
ツ
我
国
ノ
美
術
図
ヲ
愛
シ
多
〃
聚
集
セ
シ
ヨ
シ
、

此
幅
ノ
如
ク
、
年
号
落
款
等
ノ
存
在
セ
ル
ハ
尤
モ
稀
ナ
リ
ト
シ
同
氏
ノ
尤
モ
愛

玩
セ
シ
処
ノ
モ
ノ
ナ
リ
シ
ト
云
フ
。
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大
正
十
年
辛
酉
桂（

八
月
）月

　

慶
澤
園
主
友
純
記
「（

白
文
方
印
）

友
純
」

　

右
ハ
住
友
家
ノ
什
宝
ト
シ
テ
子
ニ
孫
ニ
永
ク
秘
蔵
ス
ベ
シ
「（

朱

文

方

印

）

住
友
家
世
龍
宝
」。

（
23
）　

金
順
娥
氏
は
、
月
の
浮
か
ぶ
水
月
観
音
像
と
し
て
廬
山
寺
本
、
長
楽
寺
本
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
の
三
点
を
あ
げ
る
。
こ
の
養
寿
寺
本
も
そ
れ
に
追

加
で
き
よ
う
。
図
様
こ
そ
異
な
る
が
、
山
口
県
立
美
術
館
の
展
覧
に
供
さ
れ
た

個
人
蔵
本
に
も
月
が
浮
か
び
、
朝
鮮
王
朝
期
に
下
る
が
大
谷
寺
本
に
も
月
（
あ

る
い
は
日
輪
）
が
描
か
れ
る
。

　

・ 

山
口
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
『
高
麗
・
李
朝
の
仏
教
美
術
展
』（
平
成
九
年

十
月
）
所
載
。

　

・ 

大
谷
大
学
博
物
館
編
集
・
発
行
『
祈
り
と
造
形
│
韓
国
仏
教
美
術
の
名
品
│
』

（
平
成
二
十
一
年
十
月
）
所
載
、
金
順
娥
氏
の
解
説
。

（
24
）　

こ
の
表
現
は
、
一
連
の
高
麗
水
月
観
音
像
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、「
阿
弥
陀

八
大
菩
薩
図
」
な
ど
の
集
合
像
を
含
め
、
管
見
の
と
こ
ろ
他
の
画
題
に
は
見
出

し
て
い
な
い
。
一
方
、
廬
山
寺
本
や
奈
良
国
立
博
物
館
本
な
ど
、
括
り
を
設
け

な
い
水
月
観
音
像
も
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
複
数
の
水
月
観
音
像
の
系
統
の

中
で
、
三
道
の
表
現
の
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
25
）　

浅
草
寺
本
は
慧
虚
、
定
勝
寺
所
蔵
「
釈
迦
三
尊
像
」（
元
画
）
は
林
子
明
の

款
記
を
画
中
に
伴
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
呉
道
士
筆
の
伝
承
が
添
加
さ
れ
る
。
呉

道
子
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
物
の
款
記
を
も
越
え
る
強
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
26
）　

Ｂ
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
実
方
葉
子
氏
の
論
考
を
参
照
し
た
。

　

・ 

実
方
葉
子
「
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
中
国
絵
画
鑑
賞
と
収
集
の
歴
史

﹇
資
料
編
﹈」『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
二
十
三
号
（
平
成
十
九
年
三
月
）。

（
27
）　

吉
田
宏
志
氏
、
武
田
和
昭
氏
、
姜
健
栄
氏
ら
の
論
考
が
あ
げ
ら
れ
る
。
数
は

限
ら
れ
る
が
、
高
麗
と
朝
鮮
王
朝
の
繫
が
り
を
指
摘
す
る
菊
竹
淳
一
氏
の
論
考

や
、
根
津
美
術
館
の
所
蔵
品
解
説
（
著
者
不
明
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
概
ね
作
風
の
全
体
的
な
形
式
化
の
流
れ
を
以
っ
て
連
続
性
が
説
か
れ
、
合
理

性
の
欠
落
に
つ
い
て
の
議
論
に
乏
し
い
。
他
方
水
墨
山
水
画
に
関
し
て
安
輝
濬

氏
は
、
李
寧
と
安
堅
と
い
う
時
代
の
異
な
る
二
人
の
巨
匠
に
焦
点
を
当
て
、
そ

の
共
通
す
る
性
格
を
指
摘
す
る
。
仏
画
の
み
な
ら
ず
、
高
麗
か
ら
朝
鮮
王
朝
に

至
る
間
の
美
的
感
覚
の
継
承
と
変
容
を
探
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

・ 

吉
田
宏
志
「
朝
鮮
仏
教
と
高
麗
仏
画
に
つ
い
て
」『
高
麗
仏
画
│
わ
が
国
に
請

来
さ
れ
た
隣
国
の
金
色
の
仏
た
ち
』（
大
和
文
華
館　

昭
和
五
十
三
年
十
月
）。

　

・ 

武
田
和
昭
「
李
朝
時
代
前
期
の
密
教
画
」『
密
教
図
像
』
第
九
巻
（
平
成
三
年

三
月
）。

　

・ 

姜
健
栄
『
李
朝
の
美
│
仏
画
と
梵
鐘
│
』（
明
石
書
店　

平
成
十
三
年
二
月
）。

　

・ 

菊
竹
淳
一
「
朝
鮮
王
朝
仏
教
美
術
論
│
伝
統
の
継
承
と
新
様
式
の
創
成
」『
世

界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編　

第
十
一
巻
（
小
学
館　

平
成
十
一
年
十
二
月
）。

　

・ 

根
津
美
術
館
学
芸
部
編
集
『
根
津
美
術
館
蔵
品
選　

仏
教
美
術
編
』（
根
津
美

術
館　

平
成
十
三
年
六
月
）
所
載
、「
阿
弥
陀
八
大
菩
薩
像
」
の
解
説
。

　

・ 

安
輝
濬
「
李
寧
と
安
堅
│
高
麗
と
朝
鮮
時
代
の
絵
画
」『
世
界
美
術
大
全
集
』

東
洋
編　

第
十
一
巻
（
平
成
十
一
年
十
二
月
）。

（
28
）　

赤
沢
英
二
氏
は
、
数
本
の
朝
鮮
王
朝
期
の
仏
画
を
発
見
し
、
そ
の
幾
つ
か
を

紹
介
す
る
。
善
導
寺
所
蔵
「
地
蔵
菩
薩
図
」、
光
明
寺
所
蔵
「
地
蔵
十
王
図
」、

浄
土
寺
所
蔵
「
可
利
帝
母
図
」
な
ど
は
こ
れ
ら
諸
作
と
通
じ
る
作
風
を
採
る
。

　

・ 

赤
沢
英
二
『
日
本
中
世
絵
画
の
新
資
料
と
そ
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版

　

平
成
七
年
二
月
）。

（
29
）　

戸
田
浩
之
氏
は
、
希
少
な
年
紀
を
有
す
る
宮
廷
画
家
の
作
と
し
て
、
朝
鮮
王

朝
期
仏
画
に
お
け
る
永
平
寺
本
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　

・ 

福
井
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
『
海
を
越
え
て
き
た
み
ほ
と
け
た
ち
│
大
陸
渡

来
の
仏
教
美
術
│
』（
平
成
二
十
年
二
月
）
所
載
、
戸
田
浩
之
氏
の
解
説
。

（
30
）　

前
掲
註
（
5
）

（
31
）　

前
掲
註
（
7
）
及
び
、
菊
竹
淳
一
「
高
麗
仏
画
に
み
る
中
国
と
日
本
」『
高

麗
仏
画
』（
朝
日
新
聞
社　

昭
和
五
十
六
年
二
月
）
な
ど
。
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（
32
）　

安
輝
濬
「
高
麗
及
び
李
朝
初
期
に
お
け
る
中
国
画
の
流
入
」『
大
和
文
華
』

第
六
十
二
号
（
昭
和
五
十
二
年
七
月
）、
同
『
韓
国
絵
画
史
』（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
六
十
二
年
三
月
）
所
載
、
第
三
章
「
高
麗
時
代
の
絵
画
」。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
若
手
研
究
者
研
究
助
成
（
平
成
二

十
三
年
度
）
の
給
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
（
課
題
「
高
麗
仏
画

に
お
け
る
中
国
画
受
容
の
再
検
討
」）。
養
寿
寺
本
の
拝
観
に
際
し
て
、
養
寿
寺

住
職
・
畔
柳
優
世
師
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
学
芸
員
・
神
尾
愛
子
氏
、
泉
屋
博
古

館
本
の
拝
観
に
際
し
て
、
泉
屋
博
古
館
学
芸
員
・
実
方
葉
子
氏
の
ご
高
配
を
得

た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
で
掲
載
し
た
図
版
の
内
、
図

2
・
16
・
17
は
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
編
集
・
発
行
『
高
麗
仏
画
大
展
』（
二

〇
一
〇
年
十
一
月
）、
図
9
は
根
津
美
術
館
学
芸
部
編
集
『
根
津
美
術
館
蔵
品

選　

仏
教
美
術
編
』（
根
津
美
術
館　

平
成
十
三
年
六
月
）、
図
28
は
福
井
県
立

美
術
館
編
集
・
発
行
『
海
を
越
え
て
き
た
み
ほ
と
け
た
ち
│
大
陸
渡
来
の
仏
教

美
術
│
』（
平
成
二
十
年
二
月
）、
図
29
は
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
東

ア
ジ
ア
の
仏
た
ち
』（
平
成
八
年
四
月
）
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

EN
G

LISH
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M
M

A
R

Y
Variation in Buddhist paintings of the G

oryeo D
ynasty

Focusing on three W
ater-M

oon Bodhisattvas at Senso-ji tem
ple, Youju-ji 

tem
ple and Sen-oku H

akuko K
an M

useum
FU

JIM
O

T
O

 Yuji

　

In this article, I argue about the diversity of pictures in the G
oryeo 

D
ynasty

（918-1392

）based on the m
ethod of art history.

　

A
bout 150 Buddhist paintings from

 the G
oryeo D

ynasty have survived to 
date. It is said that their m

ajor characteristics are repetition and decoration. 
But it seem

s to m
e that som

e of them
 were influenced by N

ansong im
ages, 

the art of the rational, and contain various personalities.

　

In this thesis, I m
ention the transitional change of the artistic sense around 

the 14th century, focusing on three W
ater-M

oon Bodhisattvas at Senso-ji 
tem

ple, Youju-ji tem
ple, and Sen-oku H

akuko K
an M

useum
 in Japan.

Key W
ords : G

oryeo, W
ater-M

oon Bodhisattva, Senso-ji tem
ple, Youju-ji 

tem
ple, Sen-oku H

akuko K
an M

useum
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図 2　功山寺所蔵「水月観音像」全図 図 1　養寿寺所蔵「水月観音像」全図

図 3　養寿寺所蔵「水月観音像」観音図 4　養寿寺所蔵「水月観音像」面相
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図 5　養寿寺所蔵「水月観音像」裳図 6　養寿寺所蔵「水月観音像」ヴェール

図 7　養寿寺所蔵「水月観音像」善財童子図 8　養寿寺所蔵「水月観音像」左手
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図 9　根津美術館所蔵「阿弥陀如来像」文様

図 10　養寿寺所蔵「水月観音像」右手
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図 11　泉屋博古館所蔵 
「水月観音像（A 本）」全図

図 12　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」銘

図 13　泉屋博古館所蔵 
「水月観音像（A 本）」面相

図 14　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」左手
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図 15　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」裳図 16　功山寺所蔵「水月観音像」裳の文様

図 17　ケルン市東洋美術館所蔵
「水月観音像」裳

図 18　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」ヴェール
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図 19　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」
善財童子

図 20　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」
流水

図 21　泉屋博古館所蔵「水月観音像（A 本）」器物
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図 23　泉屋博古館所蔵「水月観音像（B 本）」面相

図 24　泉屋博古館所蔵「水月観音像（B 本）」左手図 25　泉屋博古館所蔵「水月観
音像（B 本）」善財童子

図 22　泉屋博古館所蔵 
「水月観音像（B 本）」全図
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図 26　泉屋博古館所蔵「水月観音像（B 本）」
裳

図 27　泉屋博古館所蔵「水月観音像（B 本）」
ヴェール

図 28　永平寺所蔵「三帝釈天像」帝釈天図 29　個人蔵「阿弥陀如来像」文様
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図 30　浅草寺所蔵「水月観音像」観音と善財童子図 31　浅草寺所蔵「水月観音像」裳

図 32　浅草寺所蔵「水月観音像」善財童子
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図 35（右）　「長隆宝冠地蔵尊」、『高橋男爵家所蔵品売立』（大正 6 年 10 月 6 日入札）所載
図 36（左）　「張思恭准提観音像」、『岡田氏所蔵品　岡村竹亭氏遺愛品　並ニ某家所蔵品』 
（昭和 2 年 10 月 3 日入札）所載
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図 33（右）　「金岡観音」、『仙台伊達家御蔵品売立』（大正 5 年 5 月 16 日入札）所載
図 34（左）　「張思恭観音」、『高橋男爵家所蔵品売立』（大正 6 年 10 月 6 日入札）所載
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